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金屋光彦東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）
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１４しごとインタビュー

渡辺広明さんブランド企画マネージャー

２０キャリア指導の現場から⑯

今はまだ存在しない職業に就く
千葉吉裕東京都立晴海総合高等学校　キャリアカウンセラー

２２

藤掛弘美株式会社セーフティネット　相談部マネージャー

キャリアカウンセリングの現場から　１９-２

相談者の「安全」を目的とした支援

●GATBを活用したキャリア形成支援

１６わが社の人材開発　

株式会社VOYAGE GROUP
企業文化を軸とした採用と人材育成で、他社との差別化を図る

厚生労働省編一般職業適性検査（GATB）とは 3

職業能力開発の現場から

真のプロフェッショナルを育てる

キャリアセンター通信

東北学院大学

１９

企業研修の現場から　4-2

人材育成は、企業戦略
石井　潔　東京都職業能力開発協会　人材育成コンサルタント

　米国のGATBを原案とし、日本の実情に合うよう翻案して昭和27年に公表された「労働省編職業適性検査」は、以来50年以上にわ

たり研究・改訂が重ねられ、「厚生労働省編一般職業適性検査」（GATB）として現在も広く利用されています。能力の面からみた個人

の特性を科学的・客観的にとらえることができるアセスメント・ツールです。

　今号では、GATBとはどのような検査なのか、どのように活用することができるのか、また、実際に学校等の現場でどのように使わ

れているのか、について探りました。ぜひキャリア形成支援、GATB活用の一助としてお役立てください。

特
集　

Ｇ
A
Ｔ
Ｂ
を
活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

●表紙写真
白梅学園大学・白梅学園短期大学における
キャリア支援

（進路指導課・西野　輝 課長）

うつ病で休職～退職し、再就職したケース　

～被災高校での不登校支援の在りようを考える～　

～学習障害を診断された事例から～

厚生労働省編一般職業適性検査

　使っていると良さ、有用性がわかってくる 8

白梅学園大学・白梅学園短期大学 学生部進路指導課長　西野　輝氏
　就職に柔軟性をもたせるのにも効果的 9

帝京大学 理工学部教授・FD委員会委員長・学生相談室相談員　横山明子氏
帝京大学宇都宮キャンパス　キャリアサポートセンター課長　川澄　真氏

　自分と向き合った就職活動を促す １０

総合電子専門学校 就職情報センター室長　坂田　誠氏
総合電子専門学校 キャリアアドバイザー　武田智美氏

　職業的自立へのステップに向けた手がかりに １１

あだち若者サポートステーション 総括コーディネーター兼運営責任者　長谷川晃氏

職場適応支援におけるGATBの活用と課題　

近畿大学 教職教育部准教授　向後礼子
１２

●活用事例
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の
人
に
対
し
て
投
資
す
る
べ

き
内
容
を
考
え
ま
す
。
適
性

に
合
っ
た
教
育
を
す
る
こ
と

で
、
従
業
員
の
個
人
的
な
成

長
が
実
現
し
ま
す
。
方
程
式

の
解
の
『
Ｇ
』
は
『G

row
th

』

（
成
長
）
で
す
。
リ
ッ
ツ
・
カ

ー
ル
ト
ン
で
働
く
こ
と
に
よ

る
、
個
人
的
な
成
長
を
意
味

し
て
い
ま
す
。」
　　 １）

　

ク
ー
パ
ー
氏
の
言
う
「
四
角
い
杭
を
四
角

い
穴
に
、
丸
い
杭
を
丸
い
穴
に
」
と
い
う
表

現
は
、
も
と
も
と
は
職
業
指
導
の
祖
・
パ
ー

ソ
ン
ズ
（P

a
rso
n
s, F
.

）　　  ２）
の
言
葉
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
特
性
・
因
子
理

論
の
原
型
と
な
る
考
え
方
を
提
唱
し
た
彼
は
、

　

ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
・

カ
ン
パ
ニ
ー
の
サ
イ
モ
ン
・
ク
ー
パ
ー
社
長

は
、
従
業
員
の
採
用
、
配
置
、
育
成
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
会
社
が
常
に
良
い
方
向
に
変
化
し
て
い

く
に
は
、
企
業
価
値
を
正
し
く
理
解
し
て
い

る
従
業
員
が
必
要
で
す
。
我
々
は
非
常
に
多

く
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
て
、
リ

ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
と
の
相
性
を
見
極
め
な

が
ら
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

採
用
し
た
後
は
『
従
業
員
方
程
式
』
で
配

属
を
考
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
才
能
と
仕
事

を
マ
ッ
チ
さ
せ
、
見
合
っ
た
職
種
に
就
か
せ

る
の
で
す
。
四
角
い
杭
を
四
角
い
穴
に
、
丸

い
杭
を
丸
い
穴
に
入
れ
る
よ
う
に
、
才
能
の

あ
る
人
を
そ
の
才
能
に
合
っ
た
仕
事
に
配
属

し
て
い
く
の
で
す
。
次
に
、
教
育
な
ど
、
そ

特集●GATBを活用したキャリア形成支援

次
の
３
つ
の
仮
説
を
立
て
ま
し
た
。

①　

個
人
は
、
必
ず
他
の
人
と
は
異
な
る
能

力
ま
た
は
特
性
を
も
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

測
定
可
能
で
あ
る
。

②　

個
人
の
能
力
・
特
性
と
職
業
に
求
め
ら
れ

る
ス
キ
ル
が
一
致
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
個
人

の
仕
事
に
お
け
る
満
足
度
は
高
く
な
る
。

③　

個
人
は
、
自
分
の
能
力
・
特
性
に
最
も

相
応
し
い
職
業
を
選
択
す
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
仮
説
に
基
づ
き
、
個
人
の

キ
ャ
リ
ア
選
択
に
は
次
の
「
３
段
階
プ
ロ
セ

ス
」
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

①　

自
己
の
性
格
、
適
性
、
能
力
、
興
味
、

関
心
、
希
望
な
ど
に
関
し
て
明
確
に
理
解
す

る
。

②　

仕
事
の
内
容
、
条
件
、
報
酬
、
求
め
ら

れ
る
能
力
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等

の
知
識
・
情
報
を
得
る
。

③　

上
記
①
、
②
を
合
理
的
に
推
論
し
て
自

分
に
最
も
マ
ッ
チ
し
た
仕
事
を
選
択
す
る
。

　

こ
う
し
た
「
人
に
は
個
人
差
、
職
業
に

は
職
業
差
が
あ
り
、
両
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
の
が
大
切
」
と
い
う
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
マ

ッ
チ
ン
グ
理
論
は
、
現
在
の
キ
ャ
リ
ア
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
を
な
し
た
も
の
で
あ

り
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
は
じ
め
多
く
の
ツ
ー
ル
や

手
法
も
こ
の
理
論
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

人
と
職
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
規
定
す
る
条

件
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
（S

u
p
e
r, D
. E
.

）　　  ３）

は
職
業
適
合
性
と
い
う
概
念
を
示
し
ま
し
た

（
図
２
）。

　

職
業
適
合
性
は
、
職
業
と
の
関
係
に
お
い

て
個
人
の
特
性
の
要
素
を
分
類
し
た
概
念
で

す
。
自
己
理
解
に
は
そ
れ
ら
の
要
素
を
知
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一

つ
と
し
て
「
適
性
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

後
か
ら
獲
得
さ
れ
た
能
力
で
あ
る
「
技
量
」

　

厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業
適
性
検
査（
通
称
G
A
T
B
：G

eneral A
ptitude Test B

attery

）は
、

い
ろ
い
ろ
な
職
業
分
野
に
お
い
て
仕
事
を
す
る
う
え
で
必
要
と
さ
れ
る
９
種
の
能
力
を
測
定
し
ま
す
。

能
力
面
か
ら
み
た
個
性
の
理
解
、
適
職
領
域
の
探
索
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。
望
ま
し
い
職
業
選
択
を

行
う
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
検
査
は
、
正
し
く
理
解
し
た
う
え
で
活
用
す
れ
ば
、
学
校
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
就
業
支
援
機
関
等
で
の
進
路
指
導
、
職
業
指
導
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
等
の
場
面
で
、

大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

そ
の
人
の
資
質
・
才
能
に

合
っ
た
仕
事
に

１

一
般
職
業
適
性
検
査

（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
）
の
理
論
的
背
景

２

（ Ｔ ＋ Ｆ ）× Ｉ ＝ Ｇ
Talent 　    Fit       Investment   Growth

資質 適材適所 投資 成長

１）　
『
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

逆
境
を
乗
り
越
え

る
経
営
』（
２
０
０
８
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）

厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業
適
性
検
査
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
）
と
は

社
団
法
人 

雇
用
問
題
研
究
会　

普
及
促
進
部

図１　パーソンズのペグ理論
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に
対
し
て
、
も
と
も
と
も
っ
て
い
る
生
得
的
、

潜
在
的
な
能
力
で
す
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
９
適
性

能
（
紙
筆
検
査
で
は
７
適
性
能
）
を
測
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
「
適
性
」
の
能
力
面

か
ら
見
た
適
職
領
域
を
探
索
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
個
人
の
特
性
に
合
っ
た
職
業
を

選
ぶ
た
め
に
は
、
こ
こ
で
測
定
さ
れ
る
適
性

の
み
で
な
く
、
他
の
検
査
や
資
料
に
よ
り
得

ら
れ
る
個
人
の
体
力
、健
康
、性
格
、価
値
観
、

欲
求
等
を
含
む
個
性
全
体
を
総
合
的
に
評
価

す
る
よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
訓
練
や
教
育
に
よ
っ
て
能
力
開
発
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
職
業
適
性
と
い
っ
て

も
将
来
に
わ
た
っ
て
ま
っ
た
く
不
変
で
あ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
個
人
の
将

来
の
職
業
的
成
功
の
可
能
性
を
予
測
す
る
た

め
の
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
、
我
が
国
の
職
業
適
性
検
査

特集●GATBを活用したキャリア形成支援

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
概
要

３

表１　測定される適性能

G
A
T
B
を
活
用
し
て
い
ま
す

○
高
知
市
立
朝
倉
中
学
校
（
高
知
県
）

　

川
田
人
史
教
諭

　

生
徒
に
将
来
の
職
業
を
見
通
し
て
進

路
選
択
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、

他
の
教
材
も
使
っ
て
み
ま
し
た
が
、
こ

れ
が
最
も
良
い
と
感
じ
、
使
い
続
け
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
職
業
例
が
あ
が
っ
て
い
る

の
が
良
い
で
す
し
、
生
徒
も
自
分
が
ど

ん
な
職
業
に
適
性
が
あ
る
か
考
え
る
上

で
興
味
深
い
資
料
だ
と
関
心
を
も
っ
て

検
査
を
受
け
て
い
ま
す
。

○
江
東
区
立
大
島
中
学
校
（
東
京
都
）

　

古
市
陽
介
教
諭

　

高
校
選
び
も
含
め
て
将
来
を
見
据
え

た
進
路
選
択
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
高
校
に
行
く
か
を
決
め
る
の

も
、
偏
差
値
と
内
申
書
で
行
け
る
と
こ

ろ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
職
業
を
意
識

し
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
選
ん
で
ほ

し
い
で
す
が
、
G
A
T
B
は
そ
の
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

○
神
奈
川
県
立
寒
川
高
等
学
校
（
神
奈
川
県
）

　

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

　

松
下
則
之
教
諭

　

就
職
希
望
者
を
対
象
に
、
意
識
づ

け
の
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
普
通

の
授
業
形
式
で
進
路
指
導
、
キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
や
っ
て
も
生
徒
は
な
か

な
か
ピ
ン
と
来
な
い
よ
う
で
す
が
、
３

年
生
に
な
っ
て
G
A
T
B
や
模
擬
面

２）　

パ
ー
ソ
ン
ズ
（Frank P

arsons 1854-1908

）
：

ア

メ
リ
カ
の
教
育
者
・
弁
護
士
。
１
９
０
５
年
に
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
で
市
民
局
の
中
に
職
業

指
導
局
を
設
置
、
若
年
者
の
職
業
指
導
に
あ
た
り
、
職

業
指
導
の
祖
と
呼
ば
れ
る
。
著
書
に
『C

hoosing a 
V
ocation

』。

３）　

ス
ー
パ
ー
（D

onald E
. S
uper 1910-1994

）

：

ア

メ
リ
カ
の
心
理
学
者
。
米
英
の
各
大
学
で
教
鞭
を
執
り

キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
数
々
の
研
究
を
残
す
。
人
の
一
生

の
役
割
を
研
究
し
た
「Life-C

areer R
ainbow

」（
キ
ャ

リ
ア
の
虹
）
理
論
が
有
名
。
日
本
に
も
数
回
来
日
し
、

進
路
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

図２　スーパーの職業適合性の概念

図３　問題見本
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の
原
点
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
広
く
活
用

さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
適
性
能
の
考
え
方
、

検
査
法
、
問
題
形
式
な
ど
は
、
現
在
、
他
の

ほ
と
ん
ど
の
適
性
検
査
に
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
何
が
測
定
さ
れ
る
か

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
で
測
定
す
る
９
種
の
適
性
能

は
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業
分
野
で
仕
事
を
す

る
う
え
で
必
要
と
さ
れ
る
代
表
的
な
能
力
で

す
。
そ
れ
は
、「
そ
の
職
業
に
就
く
た
め
の

訓
練
や
教
育
を
受
け
、
必
要
な
経
験
を
積
ん

で
い
っ
た
と
き
、
先
々
そ
の
職
業
で
う
ま
く

や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い

う
潜
在
的
な
能
力
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
（
表
１
）。

●
実
施
対
象

　

中
学
２
年
生
以
上
４５
歳
未
満
。

●
検
査
の
方
式
と
構
成

　

限
ら
れ
た
時
間
内
に
で
き
る
だ
け
数
多
く

の
問
題
を
処
理
す
る
、
時
間
制
限
法
に
よ
る

最
大
能
力
測
定
検
査
。
１５
種
の
検
査
（
う
ち

１１
種
が
紙
筆
検
査
＝
筆
記
検
査
、
４
種
類
が

器
具
検
査
）
か
ら
な
り
、
結
果
は
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
で
示
さ
れ
、
適
性
職
業
群
（
１３
職
業
領

域
、
４０
適
性
職
業
群
）
と
照
合
す
る
こ
と
で
、

幅
広
く
適
職
を
探
索
で
き
ま
す
（
図
３
）。

●
実
施
所
要
時
間

　

検
査
時
間
は
約
４５
分
（
紙
筆
検
査
の
み
の

場
合
）。

  

図４　プロフィール例図５　適性職業群整理票例

接
、作
文
対
策
な
ど
を
し
て
い
く
中
で
、

徐
々
に
自
分
の
こ
と
と
し
て
自
覚
し
始

め
ま
す
。
昨
今
の
厳
し
い
就
職
状
況
も

あ
っ
て
か
、
生
徒
は
こ
の
G
A
T
B
に

も
非
常
に
真
面
目
に
、
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

○
安
部
学
院
高
等
学
校
（
東
京
都
）

　

進
路
指
導
部
主
任　

山
寺
光
信
教
諭

　

進
路
指
導
で
は
、
保
護
者
の
理
解
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
G
A
T
B
の
結
果

を
お
見
せ
す
る
と
、
自
分
の
子
ど
も
の

能
力
的
適
性
の
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
客
観
的
指
標
と
し
て
、
三
者

面
談
で
の
資
料
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

最
近
は
事
務
系
の
求
人
が
か
な
り
減
っ

て
い
る
た
め
、
企
業
選
び
も
幅
広
く
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
親
御
さ
ん
も
お

子
さ
ん
の
得
意
・
不
得
意
や
今
の
就
職

環
境
な
ど
を
理
解
し
て
お
い
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
矢
板
中
央
高
等
学
校
（
栃
木
県
）

　

進
路
指
導
主
事　

桧
山
和
久
教
諭

　

職
業
や
進
路
に
関
し
て
の
意
識
づ
け

に
、も
う
１０
年
以
上
利
用
し
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
全
生
徒
を
対
象
に
、
１
年
生

で
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
（
Ｖ
Ｒ

Ｔ
）、
２
年
生
で
G
A
T
B
、
３
年
で

ク
レ
ペ
リ
ン
作
業
性
格
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
活
用
の
仕
方
は
各
担
任
に

委
ね
て
お
り
、
Ｈ
Ｒ
、
個
人
面
談
や
保

護
者
面
談
等
で
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
い
ま
す
。
自
分
は
こ
っ
ち
の
ほ

う
に
向
い
て
い
る
の
か
と
い
う
発
見
が

で
き
る
生
徒
も
い
ま
す
ね
。

　

な
お
、
集
団
実
施
の
際
な
ど
に
、
検
査
実
施
用
指

示
Ｃ
Ｄ
を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
実
施
者
が
行
う
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性
能
が
低
く
て
も
、
他
の
高
い
適
性
能
が
そ

れ
を
補
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
照
合
結
果
は

弾
力
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

基
準
は
、
職
業
指
導
・
進
路
指
導
に
お
い
て
、

多
様
な
職
業
の
中
か
ら
個
人
の
能
力
上
の
持

ち
味
を
活
か
す
職
業
を
探
索
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
っ
て
、
特
定
の
職
業
や
職
務
の
不
適
格

者
を
発
見
・
排
除
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
図
５
）。

　

自
分
の
不
得
意
な
能
力
が
求
め
ら
れ
る
仕

事
を
す
る
よ
り
も
、
得
意
な
面
を
発
揮
で
き
、

さ
ら
に
そ
の
能
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
職
場
に
就
く
こ
と
は
、
職
業

を
選
ぶ
と
き
に
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。
数

多
く
の
職
業
の
中
か
ら
自
分
が
ど
れ
を
選
ん

だ
ら
よ
い
の
か
、
悩
む
人
は
少
な
く
な
い
は

ず
で
す
。
進
学
す
る
際
に
学
部
・
学
科
を
選

択
す
る
こ
と
も
、
そ
の
後
の
職
業
選
択
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
正
し
く
使

え
ば
、
個
人
の
持
ち
味
（
丸
い
杭
）
を
、
適

し
た
職
業
（
丸
い
穴
）
で
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

特集●GATBを活用したキャリア形成支援

校
生
以
上
用
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

適
性
能
得
点
を
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
表
し
た

も
の
が
適
性
能
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
、
結
果
の

特
徴
を
視
覚
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
対
的
に
優
れ
た
性
能
は
山
を
な
し
、

そ
う
で
な
い
も
の
は
谷
を
な
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
結
果
の
中
で
山
と
谷
が
ど
の
よ
う
に

表
れ
て
い
る
か
を
全
体
的
に
見
る
こ
と
で
、

個
人
の
特
徴
を
と
ら
え
ま
す
（
図
４
）。

●
適
性
職
業
群
の
照
合
結
果
の
解
釈

　

適
性
能
得
点
と
適
性
職
業
群
の
所
要
適
性

能
基
準
と
を
照
合
し
、
各
適
性
職
業
群
ご
と

に
Ｈ
、
ｍ
、
Ｌ
で
評
価
し
ま
す
。

　

Ｈ

：

適
性
職
業
群
の
所
要
基
準
を
満
た
し

て
い
る
。
そ
の
職
業
に
就
い
た
と
き

う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
可
能
性
が
高

い
。

　

ｍ
：

加
算
点
を
加
え
れ
ば
適
性
職
業
群
の

所
要
基
準
を
満
た
す
。
そ
の
仕
事
は
、

努
力
次
第
で
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る

可
能
性
が
高
い
。

　

Ｌ

：

加
算
点
を
加
え
て
も
適
性
職
業
群
の

所
要
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
。
そ

の
仕
事
を
う
ま
く
や
っ
て
い
く
に

は
、
相
当
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

所
要
基
準
は
、
多
数
の
職
業
一
つ
ひ
と
つ
に

つ
い
て
職
務
分
析
を
行
い
、
従
業
者
に
必
要
な

性
能
分
析
を
行
っ
た
結
果
を
比
較
検
討
し
、
理

論
的
標
準
的
基
準
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。
企
業
の
職
務
内
容
や
労
働
力
の
需
給

関
係
等
に
よ
っ
て
も
変
化
し
ま
す
し
、
あ
る
適

●
参
考
文
献

１　

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
『
厚
生
労
働
省
編
一
般
職

業
適
性
検
査
手
引
』（
（社）
雇
用
問
題
研
究
会
）

２　

木
村　

周
『
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

理

論
と
実
際
』（
（社）
雇
用
問
題
研
究
会
）

　　
●
結
果
の
整
理

①　

検
査
用
紙
で
各
検
査
の
採
点
を
し
、
粗

点
を
算
出
す
る
。

②　

粗
点
を
結
果
記
録
票
に
転
記
し
、
換
算

点
、
適
性
能
得
点
を
算
出
す
る
。

③　

適
性
能
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
描
く
。

④　

評
価
段
階
・
加
算
評
価
段
階
を
記
入
す
る
。

⑤　

評
価
段
階
・
加
算
評
価
段
階
を
適
性
職

業
群
整
理
票
に
転
記
す
る
。

⑥　

評
価
段
階
・
加
算
評
価
段
階
を
各
適
性

職
業
群
の
基
準
と
照
合
す
る
。

⑦　

照
合
の
結
果
を
Ｈ
、
ｍ
、
Ｌ
に
○
印
を

付
け
て
表
す
。

●
適
性
能
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
見
方

　

各
検
査
か
ら
得
ら
れ
た
粗
点
を
、
集
団
の

中
で
の
位
置
を
表
す
数
値
（
標
準
得
点
）
に

換
算
す
る
こ
と
で
、
内
容
や
設
問
数
が
異
な

る
検
査
か
ら
得
ら
れ
た
適
性
能
間
の
比
較
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

標
準
得
点
で
表
さ
れ
た
も
の
を
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
で

は
、
適
性
能
得
点
と
い
い
ま
す
。
換
算
点
を

求
め
る
た
め
の
換
算
表
は
、
中
学
生
用
と
高

個
性
を
活
か
す
職
業
選
択
に

５

結
果
の
解
釈

４
　

な
お
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定
も
利
用
で
き
、
結
果

の
整
理
に
は
便
利
で
す
（
オ
プ
シ
ョ
ン
／
７
ペ
ー
ジ

参
照
）。

被
検
者
へ
の
指
示
（
教
示
）
を
実
際
の
検
査
時
間
ど

お
り
に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
収
録
し
て
あ
る
の
で
、
実

施
者
は
指
示
、
読
み
上
げ
、
時
間
の
計
測
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。　
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人
間
の
価
値
を
最
高
度
に
実
現
し
よ

う
と
す
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
実
践
」

を
建
学
以
来
の
精
神
と
す
る
白
梅
学
園
。

大
学
子
ど
も
学
部
、
短
期
大
学
保
育
科

と
も
に
「
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
人
間

全
体
を
学
ぶ
教
育
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
保
育
、
幼
児
教
育
分
野
で
歴
史
と

伝
統
が
あ
り
、
保
育
現
場
を
中
心
に
多

数
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る
白
梅
学

園
で
も
、
進
路
指
導
に
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
が

必
要
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
２０
年
以
上
前
、
短
大
し

か
な
か
っ
た
時
代
か
ら
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
他
の
検
査
も
い
ろ
い

ろ
や
り
ま
し
た
が
、
進
路
指
導
で
ず
っ

と
活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｂ
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
ね
。

　

大
学
で
は
３
年
の
春
、
短

大
で
は
１
年
の
秋
に
実
施
。

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
中
で
全

員
に
受
検
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
言
語
・
非
言

語
領
域
の
問
題
の
バ
ラ
ン
ス

が
非
常
に
い
い
ん
で
す
。
進

路
指
導
の
責
任
者
と
し
て
ぜ

ひ
学
生
に
受
け
さ
せ
た
い
も

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

入
学
し
た
学
生
の
基
礎
的

な
能
力
を
、
あ
る
程
度
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
わ
れ
わ

れ
と
し
て
は
、
学
生
が
就
職

選
考
に
臨
ん
で
他
大
学
の
学
生
と
競
い

合
う
時
に
、
こ
の
学
生
は
何
が
で
き
る

の
か
、
何
が
で
き
な
い
の
か
、
と
い
う

の
を
把
握
し
た
い
。
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
に
は
ぴ
っ
た
り
で
す
。
年
次
ご
と

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
と
、
今
年
の
学

生
は
言
語
領
域
が
い
い
と
か
数
理
が
い

い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

大
学
と
短
大
、
ま
た
学
科
に
よ
っ
て
も

は
っ
き
り
違
い
が
わ
か
り
ま
す
。
問
題

の
中
身
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
同
じ
尺

度
で
学
生
の
能
力
を
比
較
で
き
る
わ
け

で
す
ね
。
就
職
の
結
果
を
見
て
も
、
関

連
性
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
「
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
な
さ

い
」
と
学
生
に
言
い
ま
す
。
弱
点
ば
か

り
着
目
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
の
で
、

自
分
の
強
み
は
ど
こ
か
を
理
解
し
よ
う

と
い
う
指
導
を
し
ま
す
。

　

本
学
は
複
数
の
資
格
取
得
を
目
指
す

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
実
施
の
回
数
・
時
間
も
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
短
い
時
間
で
効
率
的
に

進
路
指
導
を
す
る
た
め
に
は
、
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｂ
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
ね
。
学
生

の
能
力
を
と
ら
え
る
の
に
非
常
に
適
し

て
い
ま
す
。
間
違
い
な
く
今
後
も
活
用

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職
者
や
中
学
生
、

高
校
生
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
の
も
、

汎
用
性
、
応
用
性
が
高
い
か
ら
で
し
ょ

う
し
、
教
員
志
望
の
学
生
た
ち
は
、
将

来
自
分
が
実
施
す
る
側
に
な
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

　　

私
は
、
就
職
活
動
の
時
間
を
も
っ
と

ゆ
っ
た
り
と
取
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
つ

も
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学
生
と
な
る
と
、

や
は
り
自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
と
い

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
限
ら
れ
た
時
間

で
就
職
活
動
さ
せ
る
こ
と
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま

う
。
就
職
先
選
び
に
し
て
も
、
与
え
ら

れ
た
も
の
に
手
を
出
す
よ
う
な
こ
と
は

や
め
て
ほ
し
い
。
自
分
の
人
生
を
き
ち

ん
と
考
え
な
が
ら
、
自
分
の
た
め
に
働

く
環
境
を
選
べ
る
よ
う
な
就
職
活
動
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
学
の
学
生
は
４
年
に
な
っ
て
も
実
習

が
あ
る
な
ど
、
学
業
と
就
職
活
動
の
両

立
が
難
し
い
の
で
、
心
配
な
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
ね
。

　

先
日
、
汐
見
稔
幸
学
長
が
学
生
に
向

け
て
「
働
く
と
い
う
こ
と
」
と
い
う
テ

ー
マ
に
講
演
を
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

中
で
「
レ
イ
バ
ー
（la

b
o
r

）
で
は
な

く
、
ワ
ー
ク
（w

o
rk

）
を
目
指
し
な

さ
い
」
と
語
り
ま
し
た
。「
レ
イ
バ
ー
」

は
「
さ
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
使
役
的
な

語
感
が
あ
る
が
、「
ワ
ー
ク
」
に
は
作
品

と
い
う
意
味
も
あ
る
。
自
分
で
作
っ
て

い
く
も
の
だ
か
ら
、
こ
だ
わ
り
が
な
く

て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
で
い
い
、
で
は

な
く
て
ず
っ
と
続
い
て
い
く
も
の
。
自

分
の
意
思
で
選
ん
で
楽
し
み
を
も
っ
て

働
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
、
と
。

子
ど
も
を
指
導
す
る
側
に
な
っ
た
時

に
、
１
０
０
人
の
子
ど
も
が
い
た
ら
対

応
は
１
０
０
通
り
あ
る
。「
ワ
ー
ク
」
と

い
う
意
識
が
あ
れ
ば
、
自
分
で
工
夫
し

て
対
応
し
て
い
け
る
教
師
・
保
育
士
に

な
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
も
「
ワ
ー
ク
」
を
目
指
す

た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。
進
路
指
導
の
仕

事
を
し
て
い
る
と
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
良
さ
が

わ
か
っ
て
き
ま
す
ね
。
本
当
に
助
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

白梅学園大学・白梅学園短期大学

進
路
指
導
に
欠
か
せ
な
い

進
路
指
導
に
欠
か
せ
な
い

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ

自
分
で
作
る
「
ワ
ー
ク
」
を

自
分
で
作
る
「
ワ
ー
ク
」
を

使っていると良さ、有用性がわかってくる使っていると良さ、有用性がわかってくる

●白梅学園大学・白梅学園短期大学　
東京都小平市小川町1-830
白梅学園大学：子ども学部（子ども学科、発達臨床学科、家族・
　　　　　　　地域支援学科）
白梅学園短期大学：保育科

学生部　進路指導課長

西野　輝氏
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理
工
学
部
の
横
山
明
子
教
授
は
、
キ
ャ

リ
ア
関
連
の
授
業
（
１
〜
４
年
生
）
を

受
け
も
つ
一
方
、
学
生
相
談
室
で
の
相
談

も
担
当
し
、
進
路
問
題
に
つ
い
て
悩
ん

だ
り
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
学
生
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

横
山　

G
A
T
B
は
、
各
学
年
に
設
け
ら

れ
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
の
中
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個

別
に
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
中

で
、
あ
る
い
は
進
路
に
関
わ
る

相
談
の
中
で
使
っ
て
い
ま
す
。

　

進
路
相
談
等
の
中
で
の
個

別
実
施
は
、
か
な
り
以
前
か
ら

や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
集
団

実
施
を
始
め
た
の
は
昨
年
か
ら

で
す
。
今
ま
で
興
味
検
査
を
使

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
興
味
だ

け
で
選
ん
で
も
実
際
何
が
で

き
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

能
力
の
ほ
う
も
見
た
い
と
考
え

て
導
入
し
ま
し
た
。

　

理
工
系
の
学
生
に
と
っ
て

は
、
結
果
が
は
っ
き
り
出
る
の

は
わ
か
り
や
す
く
て
い
い
で

す
。
ど
の
へ
ん
が
得
意
で
ど
の
へ
ん
が

苦
手
か
。
学
生
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
時
は
優
れ
た
面
を
言
い
ま
す
が
、
私

の
ほ
う
で
は
学
生
の
不
得
意
分
野
も
見

て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
っ
て
行
き
た
い

分
野
が
不
得
意
分
野
、
と
い
う
学
生
の

場
合
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
相
談
し
て
対

応
し
ま
す
。
普
段
の
授
業
、
成
績
な
ど

で
は
わ
か
ら
な
い
面
を
見
た
り
す
る
の

に
も
役
立
ち
ま
す
ね
。

　

授
業
で
は
１
コ
マ
で
検
査
を
実
施
、

も
う
１
コ
マ
を
採
点
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
に
あ
て
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
や
っ
て
も
ら
い
、
自
分
で
職
業
に
つ

い
て
調
べ
、
ど
う
い
う
分
野
が
自
分
は

得
意
な
の
か
、
結
果
を
振
り
返
っ
て
レ

ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
す
。
自
分
の
適

性
能
が
高
か
っ
た
職
種
に
具
体
的
に
ど

う
い
う
仕
事
が
あ
る
か
を
細
か
く
調
べ

る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

G
A
T
B
は
、
自
分
の
能
力
的
な
面

を
確
認
す
る
わ
け
で
す
が
、
良
い
と
こ

ろ
を
自
分
で
発
見
で
き
る
。
成
績
が
芳

し
く
な
く
て
自
己
評
価
が
低
い
学
生
で

も
、「
自
分
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
良
い

ん
だ
」
と
い
う
気
づ
き
に
つ
な
が
り
ま

す
。
苦
手
な
と
こ
ろ
よ
り
、
良
い
と
こ

ろ
を
も
っ
と
伸
ば
す
、
と
い
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
低
年
次
で
は
職
業
に
つ
い

て
興
味
を
持
つ
入
り
口
に
も
な
り
ま
す
。

 

横
山　

学
生
は
自
己
理
解
が
な
か
な
か

で
き
ず
に
、
就
活
時
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
に
書
く
自
己
Ｐ
Ｒ
に
苦
労
し
ま
す

が
、
適
性
検
査
や
興
味
検
査
か
ら
探
っ

て
い
く
の
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
G
A
T
B
は
、
自
己
発
見
で
き

る
ツ
ー
ル
で
す
。

　

今
年
度
は
、
自
分
の
興
味
や
優
れ
た

と
こ
ろ
な
ど
を
も
と
に
、
自
己
Ｐ
Ｒ
を

つ
く
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
で

き
る
だ
け
自
己
理
解
と
職
業
理
解
の
両

方
を
並
行
し
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。
普

段
の
自
己
理
解
か
ら
、
自
分
に
で
き
そ

う
な
仕
事
は
何
か
を
考
え
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ

の
結
果
か
ら
実
現
可
能
性
の
あ
る
仕
事

を
見
い
だ
し
、
さ
ら
に
自
分
に
で
き
る

仕
事
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
可
能
性
を
広
げ
て
考
え
て
い
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

よ
り
広
い
視
野
で
仕
事
を
探
し
て
み

る
こ
と
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
G
A

T
B
は
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
、「
総

合
的
に
考
え
た
結
果
、
私
は
研
究
職
に

行
き
た
い
。
そ
れ
が
す
べ
て
で
す
」
と

い
う
学
生
が
い
ま
し
た
。
能
力
的
に
も

適
性
が
あ
り
ま
す
し
、
自
己
理
解
と
し

て
は
合
っ
て
い
る
。
で
も
現
実
に
は
そ

の
仕
事
の
求
人
が
な
い
。
そ
の
時
に
、「
営

業
と
か
販
売
な
ら
求
人
が
あ
り
ま
す
」

と
勧
め
て
も
、
本
人
の
決
定
が
か
た
く

な
す
ぎ
て
、「
そ
れ
は
自
分
の
や
る
仕
事

で
は
な
い
」
と
。
そ
れ
で
就
職
の
機
会

を
失
っ
て
、
結
局
決
ま
ら
な
い
ま
ま
卒

業
し
て
い
く
。

　

求
人
に
は
結
構
い
ろ
い
ろ
な
職
種
が
あ

り
ま
す
の
で
、
い
か
に
柔
軟
に
考
え
ら
れ

る
か
が
課
題
で
す
。
そ
の
入
り
口
と
し
て
、

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
用
い
て
こ
う
い
う
仕
事
は
得

意
そ
う
だ
と
わ
か
っ
た
ら
、
そ
の
中
で
自

分
が
や
り
た
い
仕
事
は
何
だ
ろ
う
と
い
う

方
向
に
も
っ
て
い
け
ま
す
。

　
「
普
段
か
ら
自
分
の
得
意
な
こ
と
は
何

な
の
か
考
え
な
さ
い
」「
興
味
あ
る
職
業
・

仕
事
を
、
手
探
り
で
い
い
か
ら
探
し
て

ご
ら
ん
」
と
言
っ
て
も
な
か
な
か
難
し

い
で
す
が
、
G
A
T
B
に
よ
っ
て
、
考

え
る
手
が
か
り
の
一
つ
が
提
供
さ
れ
る

こ
と
は
と
て
も
有
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

帝京大学（宇都宮キャンパス）

自
分
の
よ
い
面
に
気
づ
く

自
分
の
よ
い
面
に
気
づ
く

就
活
で
つ
ま
ず
か
な
い
た
め
に

就
活
で
つ
ま
ず
か
な
い
た
め
に

理工学部教授（教育学博士）
FD委員会委員長 学生相談室相談員

横山明子氏

宇都宮キャンパス　
キャリアサポートセンター課長

川澄　真氏

就職に柔軟性をもたせるのにも効果的就職に柔軟性をもたせるのにも効果的

●帝京大学宇都宮キャンパス　
栃木県宇都宮市豊郷台1-1
理工学部（機械・精密システム工学科、航空宇宙工学科、
ヒューマン情報システム学科、バイオサイエンス学科、情
報科学科）、医療技術学部（柔道整復学科）、経済学部（地
域経済学科）
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総
合
電
子
専
門
学
校
は
、
少
人
数
教
育

に
よ
り
学
生
と
教
職
員
の
距
離
が
近
い
点

が
特
色
。
学
生
に
つ
い
て
の
情
報
を
教
職

員
間
で
共
有
し
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
初

め
て
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
導
入
し
ま
し
た
。

坂
田　

１
年
生
の
秋
、
最
初
の
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
全
員
を
対
象

に
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
実
施
し
ま

し
た
。
学
生
は
、
き
ち
ん

と
ま
じ
め
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
ね
。
判
定
結
果

を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
武
田
を
中

心
に
個
別
面
談
に
よ
り
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
ま

し
た
。

武
田　

結
果
の
見
方
を
勘

違
い
さ
れ
て
し
ま
う
と
恐

い
の
で
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー

が
大
事
で
す
。
自
分
の
行

き
た
い
方
向
と
、
適
性
能

が
合
っ
て
い
る
学
生
に
対

し
て
は
、「
ど
う
い
う
会

社
が
い
い
の
か
」
と
い
う
話
が
で
き
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
逆
の
場
合
、「
こ
う

い
う
結
果
が
出
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
系
は
Ｇ
（
知
的
）
と
か
Ｖ

（
言
語
）、
デ
ザ
イ
ン
系
の
学
生
は
Ｓ
（
空

間
判
断
）
や
Ｐ
（
形
態
知
覚
）
の
数
値

が
あ
ま
り
に
低
い
と
、
苦
手
だ
と
い
う

こ
と
に
気
づ
か
せ
て
、
こ
の
ま
ま
だ
と

か
な
り
苦
戦
す
る
、
と
い
う
話
を
す
る
。

あ
る
い
は
、
少
し
足
り
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
ど
う
い
う
会
社
な
ら
行
け
そ
う
な

の
か
、
仕
事
の
内
容
で
も
こ
っ
ち
だ
と

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
こ
っ
ち

の
ほ
う
な
ら
や
れ
る
か
な
、
と
か
。

坂
田　

こ
の
学
生
に
は
強
い
言
い
方
で

も
大
丈
夫
だ
け
れ
ど
、
こ
の
学
生
だ
と

落
ち
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
性
格
面
も
考

え
て
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
本
校
で
は

全
学
年
、
週
に
１
コ
マ
必
ず
就
職
関
連

の
授
業
が
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｂ
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

坂
田　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
良
さ
と
い
う
と
、

信
頼
性
で
し
ょ
う
ね
。
結
果
を
見
て
い

る
と
や
は
り
納
得
で
き
る
。
今
秋
に
ま

た
実
施
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

武
田　
「
職
業
適
性
の
要
素
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
で
は
な
く
て
能
力
な
ん
だ
よ
」
と

説
明
し
や
す
い
で
す
し
、
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
時
に
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の

グ
ラ
フ
の
ラ
イ
ン
も
わ
か
り
や
す
い
で

す
。
こ
う
い
う
職
業
の
時
は
こ
れ
だ
け

必
要
、
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
す
。
こ

う
い
う
能
力
が
苦
手
じ
ゃ
な
い
か
な
、

と
い
う
こ
と
も
話
せ
る
。

坂
田　

本
校
で
は
、
教
員
が
学
生
一
人

ひ
と
り
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
ま
す
。

１
学
年
７０
〜
８０
人
く
ら
い
の
少
人
数
教

育
の
中
で
、「
ダ
メ
な
子
で
も
立
派
に

す
る
学
校
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
い

い
学
生
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
彼
ら

は
放
っ
て
お
い
て
も
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
。

今
の
１８
、
１９
の
子
に
ど
う
い
う
と
こ
ろ

が
足
り
な
い
か
を
把
握
し
、
そ
れ
に
い

か
に
対
応
す
る
か
と
い
う
の
は
ど
こ
で

も
共
通
の
課
題
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
ど
う
解
決
で
き
る
か
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
の
特
徴
で
あ
り
、
勝
負
ど

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

１
年
生
の
最
初
に
言
う
ん
で
す
。「
学

生
時
代
に
何
も
打
ち
込
ん
だ
こ
と
が
な

い
と
Ｅ
Ｓ
に
も
自
己
Ｐ
Ｒ
が
書
け
な
い
。

こ
こ
で
打
ち
込
む
も
の
を
作
る
ん
で
す
」

と
。
書
け
る
よ
う
に
な
る
、
そ
の
姿
勢

を
促
し
て
い
く
こ
と
が
一
番
重
要
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

武
田　

今
年
は
ま
ず
面
談
を
や
っ
て
、

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
や
っ
て
、
そ
の
後
ま
た
面

談
を
し
た
ん
で
す
が
、
こ
こ
数
年
の
学

生
に
比
べ
る
と
自
分
と
ち
ゃ
ん
と
向
き

合
っ
て
い
た
と
感
じ
ま
す
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ

の
お
か
げ
も
あ
っ
た
の
か
、
自
分
を
見

据
え
た
う
え
で
企
業
研
究
を
し
て
、
自

分
は
こ
の
会
社
で
ち
ゃ
ん
と
働
い
て
い

け
る
の
か
を
調
べ
て
い
る
な
と
思
い
ま

し
た
。

坂
田　

今
年
は
例
年
に
比
べ
て
内
定
が

早
い
で
す
ね
。
学
生
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
よ
く
な
っ
て
、
相
談
に
も
よ
く
来
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
相
談
の
仕
方

や
タ
イ
ミ
ン
グ
も
わ
か
っ
て
い
る
。
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｂ
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
進
路
も
そ
れ
だ

け
明
確
に
な
る
。
そ
れ
が
就
職
率
に
も

結
び
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
い
い
傾
向

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。

総合電子専門学校

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は

て
い
ね
い
に

て
い
ね
い
に

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
利
点

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
利
点

就職情報センター
室長

坂田　誠氏

キャリアアドバイザー

武田智美氏

自分と向き合った就職活動を促す自分と向き合った就職活動を促す

●学校法人湘南ふれあい学園　総合電子専門学校
　神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-18-27
情報デザイン科（コンピューターグラフィック、グラフィッ
クデザイン）、情報システム科（ゲームプログラミング、
システム・Web開発、ネットワーク、オペレータ・ヘルプ
デスク）、医療マネジメント科（医療秘書・医療情報）

特集●GATBを活用したキャリア形成支援

専門学校活用事例
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サ
ポ
ス
テ
の
来
所
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
課
題
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
だ
ち

サ
ポ
ス
テ
で
は
、
就
職
活
動
の
準
備
を

し
、
自
立
へ
向
け
て
踏
み
出
す
こ
と
を

支
援
す
る
た
め
に
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ス
テ
事
業
は
、
若
年
無
業
者
等

の
自
立
支
援
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

来
所
さ
れ
る
方
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
就
労
支

援
機
関
、
自
治
体
関
連

施
設
等
で
チ
ラ
シ
を
見

て
、
あ
る
い
は
最
近
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

来
た
と
い
う
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
だ
ち
の
特
徴
と
し

て
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
だ
け
で
な
く
セ
ミ

ナ
ー
を
多
く
や
っ
て
い

る
こ
と
で
す
ね
。
集
団

行
動
の
中
で
自
分
に
何

が
で
き
る
か
を
見
つ
け

さ
せ
る
と
い
う
面
を
一

つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
自
分
の
こ
と
を

知
る
テ
ス
タ
ー
系
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
系
、
就
活
・
ア
ル
活
（
ア
ル
バ
イ
ト

を
始
め
る
た
め
の
活
動
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
定
着
支
援
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
階
段
式
に
レ
ベ
ル
を
変

え
て
セ
ミ
ナ
ー
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

利
用
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
変
動
も
し
ま

す
。

　

来
所
す
る
若
者
の
特
徴
と
し
て
、「
選

ぶ
」
と
か
「
決
め
る
」
と
い
っ
た
こ
と

が
な
か
な
か
で
き
な
い
子
が
多
い
。
自

己
理
解
が
で
き
て
い
な
く
て
、
自
分
探

し
を
主
体
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子

が
か
な
り
多
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
時

に
、
こ
の
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
使
う
と
本
人
の

強
み
・
弱
み
が
わ
か
る
の
で
、
自
分
の

向
い
て
い
そ
う
な
職
種
を
絞
り
込
ま
せ

る
と
か
、
逆
に
自
分
が
行
き
た
い
職
種

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
自
分
に
何
が
足
り

な
い
か
と
い
う
の
を
見
つ
け
さ
せ
る
。

仕
事
探
し
・
自
分
探
し
の
ヒ
ン
ト
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
人
気
が
あ
り

ま
す
し
、
自
分
の
こ
と
を
理
解
す
る
き
っ

か
け
が
早
め
に
で
き
れ
ば
行
動
を
促
す

こ
と
に
も
な
る
の
で
、
毎
月
や
っ
て
い

ま
す
。

　

本
当
は
も
っ
と
早
く
、
社
会
に
出
る

前
の
中
学
・
高
校
の
段
階
で
気
づ
き
が

あ
る
と
い
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
早
い
段

階
で
自
分
の
方
向
性
を
つ
か
ん
だ
り
、

自
分
の
足
り
な
い
も
の
を
吸
収
し
た
り

し
て
き
た
ら
、
今
の
こ
う
い
っ
た
社
会

環
境
で
も
何
と
か
が
ん
ば
っ
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
。
時
代
的
に
も
以
前
だ
っ

た
ら
社
会
全
体
で
も
う
少
し
受
け
入
れ

て
く
れ
て
育
て
て
く
れ
た
環
境
が
あ
っ

た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
今
は
企
業
側
が

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
以
上
、
そ
こ
に
早
く
適
応
で
き
る
よ

う
に
学
生
生
活
で
あ
る
程
度
身
に
つ
け

た
り
、
考
え
を
深
め
た
り
し
た
ら
、
だ

い
ぶ
違
う
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
も
全
員

受
け
さ
せ
て
い
ま
す
。
自
分
の
特
徴
を

理
解
し
た
う
え
で
相
手
に
接
す
る
こ
と

に
も
な
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、

１
日
目
（
２
時
間
）
は
検
査
の
実
施
と

「
結
果
の
見
方
・
生
か
し
方
」（
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
）
の
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
２
ま
で
。
２
日

目
（
２
時
間
）
は
そ
の
結
果
を
元
に
Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
３
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
簡
単

な
解
釈
の
仕
方
の
説
明
を
し
て
、
あ
と

は
家
に
持
っ
て
帰
っ
て
や
っ
て
も
ら
う

か
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
個
別

面
談
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る

か
、
で
す
ね
。
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ

ス
ト
と
セ
ッ
ト
に
し
て
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
と
と
も
に
解
釈
し
て
も
ら
え
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
組
み
合
わ
せ
は
使
い
や
す

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
で
答
え

が
出
る
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う

子
が
結
構
多
い
の
で
、
勘
違
い
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、「
自
分
の
考

え
て
い
た
と
お
り
だ
っ
た
」
と
い
う
人

も
い
れ
ば
、「
真
逆
だ
っ
た
」
と
答
え
る

人
も
い
ま
す
が
、
受
け
て
み
て
「
ダ
メ

だ
っ
た
」
と
い
う
人
は
い
な
い
で
す
ね
。

「
今
回
の
検
査
結
果
で
得
た
も
の
を
今
後

の
就
活
に
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
よ
う
に
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の
進
み
た

い
道
や
考
え
方
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
声
が
多
い
で
す
。

あだち若者サポートステーション

職業的自立へのステップに向けた手がかりに職業的自立へのステップに向けた手がかりに

●あだち若者サポートステーション　
東京都足立区千住1-4-1　東京芸術センター 8Ｆ
全国116カ所にある地域若者サポートステーション（愛称
「サポステ」）は、ニート等の若者の職業的自立を支援する
ため、個別的・継続的な相談、各種セミナー、職業体験など、
総合的な支援を行う。足立区では、厚生労働省と足立区の
委託を受け、NPO法人青少年自立援助センターが運営。利
用対象者は、義務教育終了後の15歳から30代までの若者。

職業的自立支援施設活用事例

総括コーディネーター兼運営責任者
（ＮＰＯ法人青少年自立援助センター）

「
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
」

「
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
」

と
セ
ッ
ト
で

と
セ
ッ
ト
で

「
自
分
探
し
」
の

「
自
分
探
し
」
の

ヒ
ン
ト
と
し
て

ヒ
ン
ト
と
し
て

長谷川　晃氏
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特集●GATBを活用したキャリア形成支援

　　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
就
労
支
援

に
お
い
て
個
々
人
の
職
業
適
性
を
把
握
す
る

た
め
の
活
動
は
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
職
業

適
性
に
は
「
作
業
が
速
く
正
確
に
遂
行
で
き

る
か
」
だ
け
で
な
く
、「
興
味
・
関
心
が
あ

る
か
」「
意
欲
が
あ
る
か
」「
自
信
が
あ
る
か
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
含
ま
れ
る
。

　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
こ
こ

で
は
、
職
業
適
性
の
う
ち
、
作
業
遂
行
の
ス

キ
ル
（
能
力
的
な
側
面
）
を
検
討
す
る
際
に

多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
、
厚
生
労
働
省
編
一

般
職
業
適
性
検
査
（
以
下
、「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
」）

を
用
い
て
職
場
適
応
支
援
を
行
っ
た
事
例
を

通
し
て
、
支
援
の
実
際
と
利
用
の
際
の
課
題

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

通
常
の
教
育
歴
が
あ
り
、
卒
業
後 

〝
一
般

扱
い
〞 

の
就
職
を
し
た
２
事
例
。
両
事
例
と

も
職
場
適
応
支
援
の
た
め
に
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
利

用
し
た
事
例
で
あ
る
　　（＊）

。

　

な
お
、
事
例
Ａ
は
、
離
転
職
の
経
験
を
経

て
、
障
害
者
雇
用
に
よ
る
職
場
適
応
を
検
討

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
事
例
Ｂ
で
は 

〝
一

般
扱
い
〞 

の
就
労
に
お
い
て
配
置
転
換
に
よ

る
雇
用
継
続
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

は
じ
め
に

１
職
場
適
応
支
援
に
お
け
る
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
活
用
と
課
題

職
場
適
応
支
援
に
お
け
る
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
活
用
と
課
題

職
場
適
応
支
援
に
お
け
る
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
活
用
と
課
題

事
例
か
ら

２

図１　事例Ａ /事例Ｂのプロフィール

●
事
例
Ａ

　

高
校
卒
業
後
、
学
校
紹
介
に
よ

り
検
品
の
仕
事
に
就
く
。
作
業
遂

行
が
難
し
く
、
離
職
。
そ
の
後
、

職
業
安
定
所
の
紹
介
で
製
造
に
関

わ
る
仕
事
等
に
就
く
が
、
数
ヵ
月

で
離
職
。
学
校
在
学
中
に
学
習
障

害
の
診
断
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

職
業
相
談
を
開
始
。
学
校
時
代
に

も
体
育
や
図
画
・
工
作
な
ど
の
課

題
で
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う

思
い
は
抱
え
て
い
た
が
、
職
業
選

択
に
お
い
て
は
、
学
習
障
害
の
診

断
が
あ
る
こ
と
も
、
特
性
に
つ
い

て
も
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（注）実際の評価票では40以下は表記されない。

近
畿
大
学
教
職
教
育
部　

准
教
授　

向
後
礼
子

││  

学
習
障
害
を
診
断
さ
れ
た
事
例
か
ら

学
習
障
害
を
診
断
さ
れ
た
事
例
か
ら  

││
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両
事
例
共
に
、
学
校
在
学
中
か
ら
不
器
用

さ
に
関
す
る
自
覚
は
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
職
業
選
択
に
お
い
て
、
不
器
用

さ
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
学
習
障
害
の
特

性
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。 

　

特
に
事
例
Ａ
で
は
、
学
校
紹
介
で
あ
っ
た

が
、
困
難
の
現
れ
方
に
つ
い
て
の
検
討
が
十

分
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
確
か
に
、

在
学
中
の
活
動
に
お
い
て
不
器
用
さ
は
数
値

化
さ
れ
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
他
者
と
の
比

較
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｂ
の
結
果
か
ら
は
、
作
業
指
示
の
理
解
に

も
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

ま
た
、
事
例
Ｂ
に
お
い
て
遂
行
可
能
な
業
務

へ
の
配
置
転
換
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
配

置
可
能
な
業
務
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
よ

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
業
務

再
設
計
が
困
難
な
場
合
に
は
、
離
転
職
も
視

野
に
入
れ
た
支
援
が
必
要
と
な
る
。

　

今
回
の
２
事
例
に
関
し
て
、
特
に
事
例
Ａ

に
関
し
て
は
、
相
談
の
中
で
作
業
遂
行
上
の

課
題
だ
け
で
な
く
「
基
本
的
労
働
習
慣
」「
対

職
場
適
応
支
援
に
お
け
る

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ 

│
就
労
準
備
性
を
め
ぐ
っ
て
│

３
（＊）
両
事
例
と
も
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
本
質

　

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
を
加
え
た
。

図２　就労準備性をめぐる課題

●
事
例
B

　

大
学
卒
業
後
、
不
器
用
さ
は
認

識
し
て
い
た
も
の
の 

〝
や
り
た
い

こ
と
〞 

を
重
視
し
て
希
望
の
仕
事

に
就
く
。
し
か
し
、
手
指
を
使
う

作
業
が
多
く
、
作
業
遂
行
の
精
度
・

速
度
共
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
徐
々
に
対
人
関
係
面
で
も

う
ま
く
い
か
な
い
と
感
じ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。
た
だ
し
、
巧
緻

性
を
要
求
さ
れ
な
い
仕
事
で
あ
れ

ば
、 〝
で
き
る
〞 

可
能
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
配
置
転
換
の
可

能
性
が
検
討
さ
れ
た
。

　

な
お
、
自
ら
の
特
性
に
つ
い
て

学
習
障
害
を
疑
い
、
卒
業
後
に
診

断
を
得
て
い
た
。

人
ス
キ
ル
」
な
ど
の
点
で
も
課
題
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
に
よ
る

評
価
は
、
主
に
「
作
業
遂
行
の
ス
キ
ル
」「
速

度
と
精
度
」
に
関
す
る
部
分
の
評
価
で
あ
り
、

職
場
適
応
支
援
の
観
点
か
ら
は
、
図
２
に
示

す
、
よ
り
多
面
的
な
就
労
準
備
性
を
め
ぐ
る

課
題
　　（１）

に
つ
い
て
、
検
討
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
●
引
用
文
献

（1）
向
後
礼
子（
２
０
１
２
）「
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
を

め
ぐ
る
課
題
へ
の
取
り
組
み
│
学
校
時
代
の
課
題
と
の

関
連
を
考
え
る
│
」『
発
達
』
１
２
９
号
、
26
〜
32
頁
、 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房



は
ど
こ
か
、
と
い
う
こ
と
も
心
に
留
め
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
新
入
社
員
は
全
員
が
同
じ

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
る
と
聞
い
た
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
チ
ェ
ー
ン
展
開
す

る
ロ
ー
ソ
ン
に
入
社
し
た
の
で
す
。

　

当
時
、
コ
ン
ビ
ニ
は
新
し
い
業
態
で
、
今

後
成
長
す
る
と
い
う
期
待
感
も
あ
り
ま
し
た

し
、
新
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ん
だ
と
い

う
意
気
込
み
も
あ
り
ま
し
た
。

│
│
入
社
後
、
バ
イ
ヤ
ー
に
な
ら
れ
る
ま
で

の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

渡
辺　

入
社
後
３
年
半
ほ
ど
、
店
長
を
務
め

ま
し
た
。
そ
の
間
、「
誰
に
も
負
け
な
い
ぞ
」

と
の
思
い
で
必
死
で
働
き
ま
し
た
ね
。「
店

長
の
仕
事
を
極
め
る
ん
だ
」
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
と
な
り
、
店
舗
を
訪
問
し
て
オ
ー

ナ
ー
た
ち
に
経
営
や
店
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
、と
い
う
仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。

や
が
て
バ
イ
ヤ
ー
と
な
り
、
こ
れ
は
自
分
の

天
職
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
ビ
ニ
バ
イ
ヤ
ー
の
仕
事
を
一
言
で
言

う
な
ら
「
い
ち
早
く
情
報
を
仕
入
れ
、
商
品

化
し
、
人
々
に
広
め
て
い
く
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
も
と
も
と
私
は
活
字
マ
ニ
ア
で
、
新

し
い
情
報
を
仕
入
れ
る
こ
と
が
大
好
き
で
し

た
。
コ
ン
ビ
ニ
バ
イ
ヤ
ー
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

問
わ
ず
、
多
く
の
商
品
を
手
掛
け
ま
す
。

　

当
時
、
コ
ン
ビ
ニ
が
大
き
く
成
長
し
た
時

期
で
、
メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
相
当
な
地
位
の
方

と
度
々
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
世
の
中
の
動
き
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
含
め
て
世
の
中
の

ト
レ
ン
ド
を
知
り
、
メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
協
力

し
て
、
消
費
者
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る

商
品
を
開
発
し
て
い
く
。
と
て
も
面
白
く
大

き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
バ
イ
ヤ
ー

と
し
て
、
日
用
品
を
中
心
に
６
０
０
種
類
く

ら
い
の
商
品
を
手
掛
け
ま
し
た
。

│
│
現
在
は
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
に
在
籍
し
、

ブ
ラ
ン
ド
企
画
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

い
う
お
立
場
で
す
。
仕
事
に
対
す
る
意
識
に

変
化
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

渡
辺　

バ
イ
ヤ
ー
の
仕
事
は
と
て
も
や
り
が

い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
消
費
者
に
歓

迎
さ
れ
る
商
品
を
開
発
す
る
に
は
、
こ
の
ま

ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
が
募
っ

て
き
ま
し
た
。
国
内
の
消
費
市
場
は
縮
小
す

る
一
方
で
、
経
済
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
の
下
で
は
、
小
売
り

の
立
場
だ
け
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
の
で

│
│
「
ま
ず
、
や
っ
て
み
よ
う
」
を
意
味
す

る
「
や
ら
ま
い
か
精
神
」
が
モ
ッ
ト
ー
だ
そ

う
で
す
ね
。

渡
辺　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
浜
松
は
、
ホ
ン

ダ
や
ヤ
マ
ハ
、
あ
る
い
は
ス
ズ
キ
、
河
合
楽

器
な
ど
、世
界
に
冠
た
る
企
業
の
創
業
地
で
、

「
や
ら
ま
い
か
精
神
」
が
根
づ
い
て
い
る
地

域
で
す
。
私
も
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
多
く
の
商

品
開
発
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

折
々
で
自
分
に
も
「
や
ら
ま
い
か
精
神
」
が

宿
っ
て
い
る
の
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

│
│
渡
辺
さ
ん
は
長
く
コ
ン
ビ
ニ
バ
イ
ヤ
ー

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
小
売

り
業
界
に
就
職
し
よ
う
と
お
考
え
だ
っ
た
の

で
す
か
。

渡
辺　

私
が
大
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
は
、
バ
ブ

ル
の
最
盛
期
で
し
た
。
私
自
身
も
消
費
す
る

一
方
で
、「
売
る
」
と
い
う
仕
事
に
就
こ
う

と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
き
れ

ば
浜
松
に
戻
り
、
モ

ノ
づ
く
り
を
業
務
と

す
る
企
業
に
就
職
し

た
い
と
考
え
て
い
た

の
で
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、

出
身
大
学
の
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
な
ど
に
関

係
な
く
、
自
分
の
力

を
発
揮
で
き
る
企
業

●「しごとインタビュー」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。
（（社）雇用問題研究会ホームページ）http://www.koyoerc.or.jp/sigoto.html

わたなべ・ひろあき●静岡県生まれ。大学卒業後、（株）ローソンに入社。横浜地区の店舗
で店長を務めた後、スーパーバイザーを経てバイヤーとなる。バイヤーとして、15年あま
りの間に600種類あまりの商品開発を手掛ける。現在、化粧品メーカー（株）pdcのマーケ
ティング本部ブランド企画チームマネージャーとして、消費者にアプローチする。発展途
上国の学校建設や教育活動を支援するNPO「MEKOGA」で理事を務める。

渡辺広明さん

　渡辺さんは大学卒業後、それほど希望していなかった小売り業界に就職し
ます。しかし、バイヤーとなり、それを天職と感じるようになりました。現
在は、バイヤーとしての経験を生かし、化粧品の商品開発に携わっています。

バイヤーの視点を生かし
メーカーサイドから
アプローチする

●ブランド企画マネージャー

コ
ン
ビ
ニ
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て

多
く
の
商
品
開
発
を
手
掛
け
る

資料を読み込み、商品開発に向けてさまざまな角度
から検討を重ねる。

新
し
い
発
想
で

新
た
な
取
り
組
み
を
試
み
る

職業研究　2012　夏季号 １４



売
り
上
げ
を
示
し
た
と
き
は
、
も
ち
ろ
ん
う

れ
し
い
で
す
よ
。
し
か
し
何
よ
り
も
う
れ
し

い
の
は
、
そ
の
商
品
を
お
客
様
が
買
っ
て
く

だ
さ
る
姿
を
拝
見
し
た
と
き
、
あ
る
い
は
使

っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
場
面
に
出
会
っ
た
と

き
で
す
ね
。
少
し
で
も
お
客
様
の
豊
か
な
生

活
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
と
思
う

と
、
と
て
も
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

│
│
厳
し
さ
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

渡
辺　

今
の
時
代
、
消
費
者
の
嗜
好
性
が
多

様
化
し
、
同
じ
人
で
も
高
級
な
も
の
と
そ
う

で
な
い
も
の
を
使
い
分
け
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
環
境
で
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
ど
こ

ま
で
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
消
費
者

の
心
を
い
か
に
捉
え
る
か
は
本
当
に
難
し
い

で
す
ね
。

│
│
多
く
の
学
生
が
就
職
活
動
に
苦
労
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

渡
辺　

自
分
が
希
望
す
る
業
界
や
企
業
に
就

職
す
る
た
め
に
、
目
標
を
も
っ
て
活
動
す
る

こ
と
は
確
か
に
大
切
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

で
本
当
に
自
分
に
合
っ
た
仕
事
に
就
け
る
か

ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う
に
希

望
す
る
職
種
と
は
全
く
異
な
る
仕
事
に
就
い

て
、
天
職
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

就
職
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ

ず
、で
き
る
だ
け
多
く
の
人
の
話
を
聞
い
て
、

幅
広
い
就
職
活
動
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

は
な
い
か
、
よ
り
深
く
メ
ー
カ
ー
の
考
え
方

や
立
場
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
、
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

本
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
知
識
や
情
報
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
、
実
際
に
そ
の
場
に
自
分

を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
国
の

枠
を
超
え
て
消
費
者
に
モ
ノ
を
届
け
る
と
い

う
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に
は
、
や
は
り
メ
ー

カ
ー
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
例
え
ば
洗
顔
料
に
し
て
も
、
国
や
地

域
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
は
違
う
は
ず

で
す
。
年
代
に
よ
っ
て
も
違
う
で
し
ょ
う
。

　

つ
ま
り
モ
ノ
づ
く
り
の
立
場
か
ら
お
客
様

に
ア
ク
セ
ス
し
て
こ
そ
、
い
っ
そ
う
魅
力
的

な
商
品
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

の
で
す
。

│
│
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
培
っ
た
視
点
を
、
メ

ー
カ
ー
側
か
ら
生
か
そ
う
と
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
。

渡
辺　

そ
の
通
り
で
す
。
小
売
り
も
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
る
な
ど
、
従
来
の

立
場
を
超
え
た
新
し
い
方
法
を
構
築
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
バ
イ
ヤ
ー
と

し
て
の
小
売
り
側
と
メ
ー

カ
ー
側
の
境
界
は
低
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
も

会
社
か
ら
、「
今
ま
で
に

な
い
新
し
い
発
想
で
取
り

組
ん
で
く
れ
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
も
、

お
客
様
に
ど
の
よ
う
に
ア

ク
セ
ス
す
る
の
か
に
つ
い

て
、
新
し
い
方
法
を
模
索

し
て
い
る
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

│
│
バ
イ
ヤ
ー
時
代
は
、

ど
ん
な
こ
と
を
心
が
け
て

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

渡
辺　

バ
イ
ヤ
ー
の
元
に

は
、
多
く
の
業
者
が
「
店

に
置
い
て
ほ
し
い
」
と
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
持
ち
込

ん
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

机
上
の
交
渉
だ
け
で
決
め
る
と
現
場
を
忘
れ

た
「
か
っ
こ
よ
さ
」
に
終
始
し
て
し
ま
い
ま

す
。
私
は
で
き
る
だ
け
外
に
出
か
け
、
ジ
ャ

ン
ル
を
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
売
り
場
を
見

て
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
の
話
を
聞

く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

　

バ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
の
は
、

お
客
様
視
点
を
忘
れ
な
い
こ
と
な
の
で
す

が
、
こ
れ
が
難
し
い
。
い
い
商
品
を
作
る
こ

と
は
当
然
必
要
で
す
が
、
細
部
に
こ
だ
わ
り

過
ぎ
る
と
、
お
客
様
が
求
め
る
も
の
と
か
け

離
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
客
様
の
嗜
好
が
自

分
の
考
え
て
い
た
も
の
と
合
わ
ず
、
売
り
上

げ
に
結
び
つ
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
バ
イ
ヤ
ー
は
ど
の
よ

う
に
し
て
お
客
様
視
点
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

す
る
の
か
を
、
い
つ
も
心
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
私
は
出
張
し
た
と
き
に
高
級
ホ

テ
ル
に
も
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
に
も
泊
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
で
も
、
高

級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
食
事
を
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
行
動
に
幅
を
も
た
せ
る
こ
と
で
、

お
客
様
視
点
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
し
た
。

　

発
想
が
業
界
の
枠
に
縛
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
を
避
け
よ
う
と
、
あ
え
て
業
界
誌
も
読
み

ま
せ
ん
で
し
た
。

│
│
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
、
面
白
さ
を
感
じ
る

の
は
ど
の
よ
う
な
と
き
で
し
ょ
う
か
。

渡
辺　

自
分
が
手
掛
け
た
商
品
が
期
待
し
た

就
職
活
動
で
は

幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を

ブランド企画チームの部下たちとミーティング。部下は全員が女性だ。渡辺さんは彼女たちに「お客
様視点を忘れず、枠にとらわれない発想をする」ことの重要性を説いている。
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Ｖ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｅ 

Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展

開
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
企
業
で
す
。
現
在
は
、
価

格
比
較
サ
イ
ト
や
ポ
イ
ン
ト
交
換
サ
イ
ト
な

ど
を
運
営
す
る
メ
デ
ィ
ア
事
業
、
広
告
関
連

の
ア
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
事
業
、
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
な
ど
を
行
う
リ
サ
ー
チ
事
業
の
３

分
野
を
中
心
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
関
連
事

業
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
「
人
を
軸
に
し
た
事
業
開
発
会

社
」
を
標
榜
し
、「
人
」
こ
そ
が
事
業
展
開

の
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
社
員
た
ち

は
同
じ
船
に
乗
り
、
同
じ
方
向
を
目
指
す
乗

組
員
に
た
と
え
ら
れ
、「
ク
ル
ー
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。
ク
ル
ー
た
ち
の
行
動
指
針
と
し
て

「
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」
が
あ
り
、「
挑
戦
し
続
け
る
」

「
自
ら
考
え
、
自
ら
動
く
」「
本
質
を
追
い
求

め
る
」「
圧
倒
的
ス
ピ
ー
ド
」「
仲
間
と
事
を

成
す
」「
す
べ
て
に
楽
し
さ
を
」「
真
っ
直
ぐ

に
、
誠
実
に
」「
夢
と
志
、
そ
し
て
情
熱
」

の
８
つ
の
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
念
の
下
で
、
し
っ
か
り
と

し
た
企
業
文
化
を
形
づ
く
る
こ
と
が
大
切
だ

と
し
て
、
２
０
１
０
年
７
月
に
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
カ
ル
チ
ャ
ー
室
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同

室
の
カ
ル
チ
ャ
ー
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
の
宮

野
衆
さ
ん
は
、
企
業
文
化
へ
の
考
え
方
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
次
々
と
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
る
わ

れ
わ
れ
の
業
界
の
中
で
、
他
社
と
ど
の
よ
う

な
差
別
化
を
図
る
の
か
を
考
え
た
と
き
、
企

業
文
化
の
大
切
さ
に
思
い
至
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
他
社
に

負
け
な
い
競
争
力
も
生
み
出
す
と
考
え
て
い

ま
す
。
採
用
活
動
や
人
材
育
成
も
こ
う
し
た

考
え
の
下
に
行
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
採
用
活
動
の
１
つ
が
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
す
。
昨
年
は
「F

ro
n
tie
r

（
新

規
事
業
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」、「T

re
a
su
re

（
も
の
づ
く
り
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」、

「Isla
n
d

（
体
感
型
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
）」、「S

u
n
rise

（
大
規
模
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
の
４
種
類
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば

「F
ro
n
tie
r

」
は
１
週
間
で
本
当
に
新
規
事

業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
優
れ
た
プ
ラ
ン
は
実
際
に
事
業

化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「Isla

n
d

」

は
無
人
島
を
舞
台
に
１
泊
２
日
の
合
宿
形

式
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
か
が
問
わ

れ
ま
す
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
特
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
い
ず
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
学
生
た

ち
に
本
気
で
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
も
の
と

自
負
し
て
い
ま
す
」（
宮
野
さ
ん
）

　

新
卒
採
用
の
募
集
は
総
合
職
と
エ
ン
ジ
ニ

ア
職
に
分
け
て
実
施
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
面
接
に
よ
っ
て
選
考
が
行
わ
れ
ま
す
。

選
考
過
程
で
は
、
多
く
の
ク
ル
ー
た
ち
が
か

か
わ
り
、
学
生
た
ち
と
接
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
「
優
秀
な
学
生
の
採

用
に
向
け
、
全
社
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
学
生
た
ち
は

多
く
の
ク
ル
ー
た
ち
と

接
す
る
こ
と
で
、
多
面

的
に
当
社
を
観
察
で
き

ま
す
」（
宮
野
さ
ん
）

　

内
定
の
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
の
は
、
同

社
の
企
業
文
化
に
共
感
で
き
る
か
ど
う
か
、

同
じ
価
値
観
を
持
て
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

内
定
者
た
ち
は
入
社
前
に
内
定
者
懇
談
会

や
内
定
者
合
宿
に
参
加
し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
職

に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
会
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、社
員
総
会
や
内
定
式
、

内
定
者
合
宿
を
経
て
入
社
に
至
り
ま
す
（＊）

。

新
入
社
員
た
ち
は
入
社
後
は
約
１
カ
月
間
の

新
人
社
員
研
修
の
ほ
か
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
対

象
と
し
た
基
礎
研
修
を
受
講
し
ま
す
。
ま
た

１０
月
に
は
１
年
目
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
エ
ル
ダ
ー
制
度

が
あ
り
、
新
人
一
人
に
つ
い
て
一
人
の
先
輩

社
員
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
彼
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

新
入
社
員
た
ち
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
中
心
に
仕

事
に
習
熟
し
て
い
き
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
（
Ｃ
Ｕ
）
制
度
や
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｃ

Ｃ
）
制
度
が
あ
り
、
ク
ル
ー
た
ち
が
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
自

主
的
な
勉
強
会
が
数
多
く
開
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
テ
ー
マ
に
詳
し
い
ク
ル
ー
が
講
師

を
務
め
、
新
し
い
勉
強
会
も
次
々
と
現
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ク
ル
ー
た
ち
は
自
ら

の
研
鑽
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

専
門
部
署
を
設
け
、
企
業
文
化
に
よ
り

組
織
を
活
性
化

充
実
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

自
主
的
に
開
か
れ
る
勉
強
会

企業文化を軸とした企業文化を軸とした
採用と人材育成で採用と人材育成で
他社との差別化を図る他社との差別化を図る

わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発

株式会社VOYAGE GROUP
本社所在地：東京都渋谷区
事業内容：インターネットを活用したメディア事業、アドテクノロ

ジー関連事業、リサーチ事業、スマートフォン関連事業
従業員数：約280名（グループ会社含む）
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（＊）昨年の実施内容。常に改善しているため、必ずしも毎年同じ形ではありません。



企
業
研
修
の
現
場
か
ら 

東
京
都
職
業
能
力
開
発
協
会

人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

石
井　

潔
いしい・きよし●大学卒業後、マーケティング・リ
サーチ企業にて調査の企画・実施、その後メーカで
人事、経営企画、商品企画等マーケティングに従
事。2005年より現職、並びに企業研修や大学等で
の授業を行ってきた。消費生活アドバイザー、THP
心理相談員、産業・組織心理学会会員。

プロフィール

vol.４̶２

人材育成は、企業戦略

　

今
回
は
、
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
の
位
置

づ
け
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
企
業
は
学
校
や
大
学
と
異
な
り
、

教
育
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
に
、
企
業

に
お
い
て
、
人
材
育
成
が
議
論
さ
れ
、
様
々
な

施
策
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

企
業
の
目
的
は
、「
人
」、「
物
」、「
金
」、
そ

し
て
「
情
報
」
を
社
会
か
ら
調
達
し
、
そ
の
活

動
に
よ
っ
て
、調
達
し
た
資
源
の
総
価
値
よ
り
、

よ
り
大
き
い
価
値
を
も
た
ら
す
商
品
を
仕
立

て
、
社
会
に
提
供
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
近

年
は
、
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
商
品
だ
け
で

な
く
、「
企
業
市
民
〔corporate citizen

〕」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
企
業
も
社
会
の
良
き
一

員
と
し
て
、
地
球
環
境
に
も
貢
献
す
る
活
動
な

ど
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

企
業
数
は
日
本
だ
け
に
限
っ
て
も
４
０
０
万

に
及
び
、
各
々
の
企
業
が
自･
他
の
利
益
、
短･

長
期
の
視
点
か
ら
考
え
を
め
ぐ
ら
し
て
活
動
を

し
て
い
ま
す
。激
変
す
る
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、

企
業
経
営
は
、
暴
風
と
荒
波
の
中
で
、
目
的
地

を
目
指
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
航
海
し

て
い
る
ヨ
ッ
ト
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。
企
業
が

成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
図
１
の
よ
う
な
領

域
が
絡
ん
で
い
ま
す
。
社
会
動
向
を
読
み
、
誰

を
顧
客
と
し
て
、
ど
う
い
う
期
待
に
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
、
他
社
よ
り
優
位
に
応
え
て
い
く

か
が
課
題
で
す
。
そ
れ
に
は
、
自
社
の
存
在
意

義
〔
使
命
〕
に
照
ら
し
、
戦
略
・
事
業
、
体
制
・

業
務
の
タ
テ
の
整
合
性
を
取
り
な
が
ら
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
研
究
・
開
発
、
生
産･

制
作
な

ど
ヨ
コ
の
連
携
を
基
に
、
絶
え
間
な
く
改
善
・

改
革
を
進
め
、
着
実
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク

ル
〔
Ｐ
Ｄ
Ｓ

：

計
画
【P
lan

】
↓
実
行
【D

o

】

↓
検
討
【S

ee

】〕
を
回
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

企
業
に
お
け
る
人
事
の
全
体
像
を
図
２
に
示

し
ま
し
た
。
人
材
育
成
に
は
、
人
事
機
能
の
中

で
そ
の
企
業
の
、
人
に
対
す
る
考
え
方
が
端
的

に
表
れ
ま
す
。
給
料
を
払
っ
て
プ
ロ
に
仕
事
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
教
育
と
か
育

成
と
か
は
お
こ
が
ま
し
い
、
必
要
な
時
に
必
要

な
人
材
を
採
用
し
て
い
け
ば
よ
い
と
す
る
考
え

も
あ
れ
ば
、
逆
に
商
品
を
作
る
前
に
人
材
育
成

を
、
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
自
社
の
発

展
の
た
め
に
、
数
年
後
の
自
社
の
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
の
ど
の
よ
う
な

関
係
に
お
い
て
実
現
で
き
る
か
を
、
経
営
全
体

（
図
１
）、
人
事
全
体
（
図
２
）
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、社
会
環
境
、業
界
で
の
位
置
な
ど
様
々

な
要
因
と
関
係
性
を
考
慮
し
、
優
先
さ
せ
る
重

要
課
題
を
設
定
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
人
材
育
成
の
議
論
は
多
様
で

あ
り
、
企
業
戦
略
の
一
環
で
あ
る
の
で
す
。

　

企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
は
、
一
人
ひ
と
り

の
個
人
の
成
長
そ
れ
自
体
が
目
的
な
の
で
は
な

く
、
基
本
的
に
は
組
織
全
体
の
能
力
向
上
が
課

題
で
あ
り
、
知
識
・
技
能
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

自
主
的
な
気
付
き
や
相
互
啓
発
に
よ
り
、
人
材

が
育
つ
組
織
風
土
づ
く
リ
が
重
要
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。

　

社
員
に
事
業
企
画
を
さ
せ
、
可
能
性
の
あ
る

企
画
に
は
、
企
画
者
当
人
を
年
齢
が
若
く
て
も

事
業
責
任
者
に
す
る
企
業
も
出
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
変
化
の
激
し
い
時
代
の
経
営
の
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
で
も
あ
り
ま
す
が
、
経
営
が
で
き
る

人
材
の
育
成
を
狙
っ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
を
モ
デ
ル
に
し
た
研
修
体
系
が
い
ま

だ
多
く
の
企
業
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら

脱
皮
し
て
、
再
構
築
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

図1　企業・組織活性化の諸領域 
企業・組織の個性化 

企業・組織文化・職場風土 

目的・理念 使命：社会・企業観、 
　　　人に対する考え方 
ビジョン・戦略：事業目標 

方針：業務システム 
【機能、組織、業務分担】 
アウトソーシング 

戦略と事業 

体制と業務 
マーケティン 
グ・営業 

生産 
制作 

研究 
開発 

広報 
財務 
経理 

知財 企画 

総務 

情報システム 

人事 
労務 

企業文化・職場風土 

　特定の集団の構成員に共有し
伝承されている価値観、思考様
式、行動規範の集合体である。
価値観は、目に見えないがメン
バーの内面から動機づける。 

図2　人事の仕組み全体像 
企業理念 

業務 

企業文化・組織風土 

戦略・事業 

職務情報 人事情報 
情報システム 

人材活用 
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労
働
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労
使
関
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人事評価 
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訓
練
生
は
修
了
時
に
「
技
能
士
補
」
と
認

定
さ
れ
、
修
了
後
に
２
級
技
能
検
定
を
受
検

す
る
際
に
学
科
試
験
は
免
除
さ
れ
る
。
家
業

の
畳
店
を
継
ぐ
修
了
生
も
多
い
が
、
１０
年
近

い
修
業
を
経
て
か
ら
独
立
す
る
人
も
い
る
。

　

現
在
の
在
校
生
は
１０
人
。
内
訳
は
１
年
生

４
人
、
２
年
生
３
人
、
３
年
生
３
人
。
寮
で

は
交
代
で
日
直
も
務
め
る
。
訓
練
は
９
時
か

ら
５
時
ま
で
。
現
場
で
は
８
割
か
ら
９
割
が

機
械
作
業
、
残
り
が
手
作
業
に
な
る
。
手
縫

い
作
業
の
時
は
力
が
入
り
や
す
い
正
座
で
行

う
。

　
「
訓
練
生
は
今
ま
で
正
座
を
す
る
機
会
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
初
め
の

う
ち
は
大
変
そ
う
で
す
。
ま
た
、包
丁
を
使
っ

て
畳
の
藁
を
切
り
落
と
す
作
業
が
あ
る
の
で

す
が
、
こ
れ
に
は
力
の
入
れ
具
合
が
大
切
で

す
。
訓
練
生
は
腕
が
未
熟
な
の
で
、
力
の
加

減
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
何
回
や
っ
て
も
う
ま

く
落
と
せ
な
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
ま
す
。

切
り
落
と
し
の
技
能
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け

て
お
か
な
い
と
先
へ
は
進
め
ま
せ
ん
か
ら
、

指
導
員
は
厳
し
く
、
時
に
は
な
だ
め
な
が
ら
、

『
と
に
か
く
回
数
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
だ
め

な
ん
だ
』
と
何
べ
ん
も
訓
練
生
に
言
っ
て
聞

か
せ
ま
す
」（
山
下
校
長
）

　

訓
練
校
の
大
事
な
行
事
と
し
て
、
埼
玉
県

下
の
小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
授
業
「
技

の
教
室
」
へ
の
参
加
が
あ
る
。

　
「
も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
訓
練

生
と
指
導
員
が
一
緒
に
な
っ
て
、
畳
座
布
団

の
作
り
方
な
ど
を
教
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
訓
練
生
も
い
い

勉
強
に
な
り
ま
す
」（
山
下
校
長
）

　

最
近
の
訓
練
生
の
傾
向
と
し
て
、「『
こ
う

　　

日
本
古
来
の
伝
統
的
な
床
材
で
あ
り
、
生

活
文
化
に
深
く
根
付
い
て
い
る
畳
。
埼
玉
県

畳
高
等
職
業
訓
練
校
は
、
畳
の
仕
事
の
技
能

と
技
術
を
継
承
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
。
同
校
は
全
国
初
の
全
日
全
寮

制
を
導
入
。
訓
練
期
間
は
３
年
で
、
修
了
生

は
す
で
に
６
０
０
人
を
超
え
る
。

　

校
長
の
山
下
栄
志
さ
ん
は
、「
先
代
の
校

長
が
、
畳
技
能
士
の
養
成
と
伝
統
技
能
を

残
す
た
め
、
自
宅
を
開
放
し
て
夜
間
の
職
業

訓
練
所
を
つ
く
っ
た
の
が
当
校
の
始
ま
り
で

す
。
夜
間
か
ら
全
日
の
訓
練
に
移
っ
た
の
は
、

訓
練
所
の
設
立
か
ら
３
年
経
過
し
た
頃
、
先

代
の
校
長
が
『
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
教
養

を
兼
ね
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
に
は
全
日

全
寮
制
が
必
要
』
と
考
え
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
技
術
を
修
得
す
る
に
は
少
な
く
と

も
３
年
は
必
要
で
す
。
短
期
の
訓
練
で
身
に

つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

　

教
育
方
針
は
「
心
・
体
・
技
」。
技
能
士

で
あ
る
と
と
も
に
良
き
社
会
人
で
あ
れ
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

訓
練
生
は
中
学
校
卒
業
生
か
ら
社
会
人

経
験
者
と
幅
広
い
が
、
高
校
の
卒
業
生
が
一

番
多
い
。
１
年
生
は
寮
生
活
で
社
会
人
と
し

て
の
心
構
え
と
、
畳
工
作
法
や
建
築
構
造
な

ど
の
学
科
や
基
本
実
技
を
学
ぶ
。
２
年
生
に

な
る
と
寮
を
出
て
、
訓
練
校
の
指
導
員
が
在

籍
し
て
い
る
各
事
業
所
で
応
用
実
技
や
機
械

操
作
を
修
得
す
る
。
２
、３
年
生
は
、
特
定

の
日
に
訓
練
校
に
登
校
し
て
集
合
訓
練
を
実

施
。
主
に
２
級
技
能
検
定
の
合
格
に
向
け
た

実
習
訓
練
を
行
う
。

職業能力開発
の

現場から

し
た
い
』
と
い
う
強
固
な
意
志
が
薄
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
精
神
面
で
弱
い
面
が

あ
る
の
で
、
何
か
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
こ
と
が

起
き
た
と
き
な
ど
、
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
話
す
山

下
校
長
。

　

最
後
に
、
畳
技
能
士
に
と
っ
て
大
事
な
こ

と
は
何
か
と
伺
っ
た
。

　
「
先
代
の
校
長
は
『
売
れ
る
畳
よ
り
喜
ば

れ
る
畳
を
作
れ
』と
よ
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

売
れ
る
畳
で
あ
れ
ば
値
段
を
安
く
す
れ
ば
い

い
。
多
少
粗
悪
品
で
も
売
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
本
物
の
畳
、
技
術
に
裏

打
ち
さ
れ
た
本
物
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
う
わ
べ
だ
け
の
、
み
て
く
れ

だ
け
の
も
の
ば
か
り
を
作
っ
て
い
て
は
、
や

が
て
畳
産
業
も
衰
退
し
て
い
き
ま
す
。

　

我
々
は
技
術
の
継
承
者
の
一
員
な
の
で

す
。
自
分
自
身
が
納
得
で
き
る
も
の
を
作
る

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
訓
練
生
に
は
プ
ロ
と

は
何
か
と
い
う
こ
と
に
目
覚
め
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」

埼玉県畳高等職業訓練校

真のプロフェッショナルを真のプロフェッショナルを
育てる育てる

開　　　校●1969年4月
所　在　地●さいたま市南区松本1-12-3
認定職業訓練校●職業能力開発促進法に定める基準に従い埼玉
　　 　　　　　 県知事より認定
運 営 主 体●埼玉県畳商工業共同組合

〇
全
国
初
の
全
日
全
寮
制

〇
技
術
の
修
得
に
は

　

と
に
か
く
同
じ
作
業
を
繰
り
返
す　

〇
自
分
自
身
が
納
得
で
き
る
も
の
づ
く
り
を
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イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。
自
分
の
強

み
・
弱
み
及
び
適
性
を
認
識
す
る
こ
と
に

よ
り
、
今
後
の
学
生
生
活
の
過
ご
し
方
を

考
え
る
気
づ
き
を
促
し
て
い
る
。

４　

各
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
社
会
人
を
講

師
に
招
き
、「
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」
を
秋

に
１０
回
開
催
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
単

な
る
講
演
で
は
な
く
、
学
生
か
ら
の
質
問

時
間
を
多
く
と
り
、
よ
り
働
く
こ
と
へ
の

イ
メ
ー
ジ
を
促
し
て
い
る
。

５　

既
に
各
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
各

学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
が
開
講

さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
２５
年
度
か
ら
は
さ

ら
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
を
行
い
、
全

学
部
共
通
科
目
名
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目

が
導
入
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
シ
ラ
バ
ス

や
担
当
教
員
に
つ
い
て
、
就
職
部
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

１　

就
職
部
主
催
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
、３
年
次
の
夏
休
み
に
実
施
し
て
い
る
。

受
入
企
業
・
事
業
所
数
は
毎
年
１
０
０
社

を
超
え
、
応
募
者
も
６
５
０
名
前
後
と
多

く
、
マ
ッ
チ
ン
グ
後
に
就
労
体
験
を
す

る
の
は
２
５
０
名
前
後
で
あ
る
。
申
込
者

は
課
題
テ
ー
マ
の
申
込
書
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
職
業
適
性
検
査
を
受
け
、
事
前
研
修

会
も
数
回
実
施
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
て
い
る
。

２　

外
部
講
師
に
よ
る
エ
ン
ト
リ
ー
添
削
講

座
と
面
接
対
策
講
座
の
双
方
を
行
っ
て
い

る
。
学
生
へ
の
窓
口
支
援
は
大
学
職
員
が

行
う
の
が
基
本
方
針
で
あ
る
が
、
各
企
業

の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
提
出
は
２
月
か
ら

３
月
、
面
接
は
４
月
か
ら
５
月
に
集
中
す

る
の
で
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
対
応

が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
外
部
講
師
を
延

べ
３
５
０
名
招
聘
し
、
き
め
細
か
い
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

３　

学
内
で
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー
と
単
独
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
。
学
生
、
企
業
の
双
方
に
負

担
が
か
か
ら
ず
、
内
定
に
結
び
つ
き
や
す

い
セ
ミ
ナ
ー
（
説
明
会
）
を
地
元
企
業
中

心
に
多
く
開
催
し
て
い
る
。

４　

学
内
で
の
業
界
研
究
講
座
、
企
業
研
究

講
座
も
２５
回
程
度
行
い
、
学
外
で
の
合
同

セ
ミ
ナ
ー
を
１
月
と
９
月
に
開
催
し
て
い

る
。
１
月
の
参
加
企
業
は
４
０
０
社
で
あ

る
。

５　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
適
性
検
査
を
２
回
、
無
料
で
実

施
し
て
い
る
。
公
務
員
講
座
は
１
、２
年

次
に
引
き
続
き
開
講
し
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
も
年
１０
回
開
催
し
て
い
る
。

６　

す
べ
て
の
学
部
で
は
な
い
が
、
就
職
ス

タ
ッ
フ
と
就
職
担
当
の
教
員
が
３
年
次

の
１
月
に
学
生
面
談
を
行
い
、
今
後
の
方

向
性
の
確
認
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

る
。

　

高
校
生
の
大
学
選
び
の
基
準
と
し
て
、
卒

業
後
の
就
職
先
は
大
き
な
関
心
ご
と
で
あ

り
、
大
学
が
入
学
後
に
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
と
っ
て
い
る
か
が
評
価
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
東
北
学
院
大
学
で
は
、
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
や
地
元
中
小
企

業
家
同
友
会
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
き
め
細
か
い
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

●●
東
北
学
院
大
学

東
北
学
院
大
学

東北学院大学における東北学院大学における
キャリア形成及び就職支援キャリア形成及び就職支援

　

東
北
学
院
大
学
の
歴
史
は
、
１
８
８
６
年

に
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
の
育
成
を
目
的
に
開

校
さ
れ
た
私
塾
「
仙
台
神
学
校
」
に
さ
か
の

ぼ
る
。
現
在
は
、
各
学
部
に
大
学
院
各
研
究

科
を
設
置
し
、
文
学
部
、
経
済
学
部
、
経
営

学
部
、
法
学
部
、
教
養
学
部
、
工
学
部
の
６

学
部
１５
学
科
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
３
つ
に
分

か
れ
る
学
生
数
１
２
、０
０
０
名
の
総
合
大

学
で
あ
る
。
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
東
北
出
身

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
地
元
に
密
着
し

た
就
職
支
援
も
展
開
し
て
い
る
。

　

就
職
支
援
は
、「
学
生
生
活
の
目
標
と
自

分
の
力
を
見
つ
め
な
お
す
」
１
、２
年
次
と
、

「
将
来
の
進
路
を
決
め
、
活
動
す
る
」
３
、４

年
次
に
分
け
て
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
就
職
課
（
係
）
を
置
き
、
専

任
ス
タ
ッ
フ
１５
名
、
非
専
任
ス
タ
ッ
フ
４
名

の
１９
名
体
制
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

１　

１
年
生
の
入
学
時
に
、
高
校
と
大
学
の

学
び
方
の
違
い
や
、
大
学
で
身
に
付
け
た

「
学
び
」
の
力
を
元
に
、
未
来
を
見
据
え

た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
指
南
す

る
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
な
る

冊
子
を
学
生
全
員
に
配
布
し
、
基
礎
ゼ
ミ

な
ど
で
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

２　

他
地
方
大
学
同
様
に
、
就
職
希
望
者
は

地
元
志
向
や
公
務
員
志
向
が
高
い
こ
と
か

ら
、
１
年
次
の
夏
休
み
か
ら
公
務
員
講
座

を
開
講
し
、
早
い
段
階
か
ら
の
準
備
を
支

援
し
て
い
る
。（
平
成
２３
年
３
月
卒
業
者

の
公
務
員
実
績
１
６
３
名
）

３　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
テ
ス
ト
と
職
務
適
性

検
査
を
無
料
で
実
施
し
、
ま
た
同
時
に
ガ

東北学院大学 就職部 
就職課 課長

土田 惠介

■
１
、２
年
次（
低
学
年
層
）か
ら
の
取
り
組
み

■
３
、４
年
次（
高
学
年
層
）対
象
の
取
り
組
み
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今はまだ存在しない職業に就く
                   　　　　　　
　　　　　　　　　　　　               東京都立晴海総合高等学校　キャリアカウンセラー

千葉吉裕

キ
ャ
リ
ア
指
導
の
現
場
か
ら 

⑯
　

２
０
１
１
年
８
月
７
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
紙
で
キ
ャ
シ
ー
・
デ
イ
ビ
ッ
ド
ソ

ン
教
授
（
デ
ュ
ー
ク
大
学
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
プ
・

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
人
文
科
学
研
究
所
）
が
語
っ

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
今
、
巷
で
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
２
０
１
１
年
度
に
ア
メ
リ
カ

の
小
学
校
に
入
学
し
た
子
ど
も
た
ち
の
６５
％

が
、
大
学
卒
業
時
に
今
は
存
在
し
て
い
な
い

職
業
に
就
く
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
測
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
約
１５
年
に
た
く
さ
ん
の
職
業

が
出
現
し
、
こ
れ
ま
で
の
職
業
は
淘
汰
さ
れ

た
り
、
新
興
国
へ
移
転
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
現
存
す
る
職
業
に
就
く
人
は
激

減
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
で

す
。

  
今
か
ら
１５
年
前
の
１
９
９
０
年
代
後
半
を

思
い
出
し
て
み
る
と
、
そ
の
頃
話
題
に
な
っ

て
い
た
の
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電

話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
プ
リ
ク
ラ
、
犬
型
ロ
ボ
ッ
ト

Ａ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
、
Ｍ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
家
庭
用
ゲ
ー

ム
機
な
ど
で
し
た
。
１５
年
経
っ
た
現
在
、
Ｐ

Ｈ
Ｓ
や
Ｍ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
利
用
者
数
は
激

減
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
は
、
活

用
の
範
囲
を
飛
躍
的
に
拡
げ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
１５
年
間
で
起
こ
る
こ
と
は
、
さ
ら
に

加
速
し
た
変
化
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
に
自
分
の
将
来
の

生
き
方
や
生
活
に
つ
い
て
夢
や
希
望
を
持
た

せ
、
そ
の
夢
や
希
望
を
実
現
す
る
た
め
に
進

路
計
画
を
立
て
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

将
来
設
計
と
い
う
項
目
で
す
。
こ
れ
だ
け
大

き
な
変
化
が
予
測
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
目
標

を
立
て
て
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

何
か
を
準
備
し
続
け
る
こ
と
は
端
か
ら
無
理

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
夢
や
希
望
を
持

た
せ
る
こ
と
は
無
意
味
な
の
で
し
ょ
う
か
。

い
い
え
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

目
標
な
し
に
鍛
錬
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
成

長
す
る
た
め
に
目
標
設
定
は
大
切
で
す
。
目

標
を
設
け
実
現
に
向
け
努
力
し
、
能
力
を
高

め
て
い
き
ま
す
。
た
だ
し
、
能
力
を
活
か
す

場
は
、
夢
見
た
フ
ィ
ー
ル
ド
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
能
力
を
他
へ
転
用
す
る
こ
と
は
で
き
る

は
ず
で
す
か
ら
、
状
況
に
応
じ
て
、
能
力
の

活
か
し
方
を
工
夫
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
ま

た
、
目
標
に
向
け
て
進
路
情
報
を
収
集
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
希
望
に
出
会
う
こ

と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
暫
定
的
な
目
標
と
し

て
、
将
来
目
標
を
立
て
さ
せ
る
こ
と
は
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

  

で
は
、
ど
の
よ
う
な
能
力
を
身
に
つ
け
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、
平
成

２３
年
１
月
３１
日
に
文
部
科
学
省
よ
り
公
表
さ

れ
た
「
今
後
の
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
・
職
業
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」(

中
央

教
育
審
議
会
答
申)

の
中
に
書
か
れ
て
あ
り
ま

す
。
そ
の
答
申
で
は
、
分
野
や
職
種
に
か
か

わ
ら
ず
、
社
会
的･

職
業
的
自
立
に
向
け
て
必

要
な
基
盤
に
な
る
「
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
」

を
明
確
化
し
、
学
校
教
育
の
中
で
、
意
識
的
に

育
成
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で

す
。

　

専
門
的
な
知
識
や
技
能
が
非
常
に
速
い
ス

ピ
ー
ド
で
陳
腐
化
す
る
今
日
、
そ
の
変
化
に

素
早
く
対
処
で
き
る
し
な
や
か
さ
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。「
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
」
は
、
変

化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
、
し
な
や
か
に
対

応
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
能
力
で
す
。
具

体
的
に
は
、「
人
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能

力
」「
自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力
」「
課
題

対
応
能
力
」「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
」

の
四
つ
の
能
力
で
す
。
こ
れ
ら
の
能
力
を
工

夫
さ
れ
た
教
育
を
通
じ
て
達
成
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
未
来
を
予
測
す
る
こ
と
は

困
難
を
極
め
ま
し
た
。
何
が
生
き
残
り
、
何

が
消
滅
し
、
何
が
出
現
す
る
の
か
、
正
確
に

言
い
当
て
ら
れ
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
絶
滅
し
な
い
方
法
は
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
、
多
様
性
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
地
球
上
の
生
物
の
４０
億
年
の

変
遷
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。
地
表
温
度
が
変

わ
っ
た
り
、
大
気
成
分
が
変
わ
っ
た
り
し
て

も
、
新
し
い
環
境
に
適
応
す
る
生
物
が
現
れ
、

進
化
し
、
そ
の
生
物
の
出
現
で
環
境
が
変
わ

り
、
ま
た
、
新
た
な
生
物
が
出
現
、
繁
栄
す

る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

生
命
が
絶
え
る
こ
と
な
く
、
つ
な
が
り
続
け

た
の
は
、
生
物
種
が
均
一
で
は
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
個
性
重
視
が
強
く
求
め
ら
れ
る
の

は
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
個
に
応
じ
た

専
門
的
知
識
、
技
能
を
備
え
、
多
様
な
集
団

に
な
る
こ
と
が
、
激
変
す
る
社
会
を
生
き
抜

く
唯
一
の
対
策
で
す
。
そ
の
個
性
化
を
図
る

う
え
で
の
能
力
育
成
が
、「
基
礎
的
・
汎
用
的

能
力
」
な
の
で
す
。

　

自
己
の
個
性
理
解
に
努
め
（
自
己
理
解
・

自
己
管
理
能
力
）、
計
画
的
に
個
性
を
伸
長
し

（
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
）、
状
況
把

握
を
し
（
課
題
対
応
能
力
）、
集
団
の
中
で
自

己
を
活
か
し
て
い
く(

人
間
関
係
形
成
・
社
会

形
成
能
力)

。
予
測
不
能
な
時
代
に
生
き
残
る

た
め
に
、
こ
れ
ら
能
力
育
成
を
め
ざ
す
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
よ
り
一
層
推
進
、
充
実
さ
せ
て

ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
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スクールカウンセラー風便り
第１８回

学校のホメオスタシス
～被災高校での不登校支援の在りようを考える～

　突発的な事が起こった時、心は激しく揺れ動きます。そ

れとは反対に、何でもない普段の自分で居られる時ほど、

安心感を覚える瞬間はないでしょう。

　被災地の高校支援を行う中で、学校自体が持つ潜在治癒

力、すなわちホメオスタシスの強さに感嘆させられたのは、

昨年5月の赴任当初でした。震災発生の約2カ月後、GW

明けになってようやく一学期がスタートします。先生方が

最初に取り掛かった仕事は、臨時便を出してもらえるよう、

バス会社と交渉することでした。通常でも多忙な年度替わ

りの時期に、震災によるダメージからの修復作業が重なり、

先生方の負担は多大なものがありました。校舎が津波で損

壊し、3つの高校での分散運営せざるを得ない過酷な環境

下で、安心の礎となる学校の日常を維持しようと、緊迫感

著しい中、奮闘された先生方の姿は、とても凛々しく美し

くさえありました。

　

　これまで不登校支援の知識と技法は、多くの先人たちの

経験知から数多く蓄積されてきましたが、自然災害を被っ

た有事の不登校支援は、平時とどのような違いとなって現

れるのでしょうか？

　災害は、その家庭が持つソーシャルサポートとしての機

能を著しく損ないます。甚大なるダメージと共に、周囲の

環境悪化と行末の過大な不安が重なり、家族や家庭自体が

やむなくストレッサーに変容していくケースも少なくあり

ませんでした。この有事の不登校支援の在りようとは、一

体どのようなものか？　実際のケースを通して、このこと

を考えてみたいと思います。

■ケースの概要
　津波で家屋が損壊し、親類宅に避難していた高校 1年生

のAさん。中学校 1、3年時に不登校を経験しています。

学校スタート時から不定愁訴（頭痛と気持ち悪さ等）が頻

繁で、早退や欠席も目立ちます。被災で交通機関も制限さ

れ、朝 4時半起床を強いる通学も負担で、このままでは長

期欠席になるとの懸念から、養護の先生を通してスクール

カウンセラー（以下SC）につながりました。　

　初回時、青い顔で来談。家屋が津波で壊れ、8人家族、

狭い親類宅の離れで避難生活していると語ります。計6回

の面談の中で、初期対応としてSCのできうる限りの処置を

施しました。リラクセーション、不登校の背景となった負

の体験の想起、ユーモアを活用した過去との和解作業と肯

定的な意味づけも行い、体験認知の再構成を図ったのです。

　約1カ月半後、本数が少なく1時間も早く登校してしま

う臨時交通機関、それがかえって級友との関係構築を促進

します。部活動への適応も果たされ、学校生活のリズムも

出てきました。この期に及び「学校が楽しくなってきた」

という言葉が、面接で語られます。居場所ができあがった

のです。笑顔も見られるようになって、不登校の危機は去っ

ていきました。

　

　被災地支援が通常時支援と異なるのは、学校の日常自体

が、大きな安心感をもたらすリソースとなる点でしょう。

大切な肉親や友人知人との別れをはじめ、住み慣れた街並

みと自宅流出等の大きな喪失感を抱える中、狭く不便で気

詰まりな避難所や避難先での生活は圧倒的にストレスフル

であり、被災した現実がシリアスに迫りくる空間です。そ

れに比べ、奥行きある学校それ自体、圧倒的な解放感があ

ります。

　日々の授業も大きな力を発揮します。英語や体育等の教

科教育の学習に集中する、このHere and nowな時空に意識

を埋没させることは、瞑想はじめリラクセーションの基本

でもあります。さらに、学校のさまざまな場面で展開され

る語らいや交流、部活動は、落ち込みや息苦しさから、生

徒たちの心を解放してくれます。「学校来るとほっとする、

帰るとめちゃ落ちる」、そういう表現を生徒たちはしていま

した。

　これら学校が持つホメオスタシスの機能が、大きな回復

の力になったのです。それを可能にしたのは、自らも被災

者である事を顧みず、学校の日常形成に奔走された先生方

の献身であったことはいうまでもありません。

　このケースでは、それに加えて、ラポール形成されたカ

ウンセリング空間が二重の安心構造として働き、その中で、

不登校の要因となった負の体験、まだ燻ぶり続ける相手へ

の憎しみ等の負の感情、これら忌まわしい過去との和解作

業も、Aさんは根気強く続けます。そして、「楽しく高校生

活を続けたい」という思念も重なって、登校を可能にした

といえるでしょう。

東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）　金屋光彦

被災地での先生方の姿被災地での先生方の姿1

有事での不登校支援有事での不登校支援２

まとめまとめ３
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今
回
は
二
つ
め
の
「
Ａ
」、「
相
談
者
の
『
安

全
』を
目
的
に
支
援
す
る
」を
テ
ー
マ
に
ケ
ー

ス
の
ご
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
１
０
０
人
に
３
〜
７
人
と
い

う
割
合
で
、
こ
れ
ま
で
に
う
つ
病
を
経
験
し

た
人
が
い
る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
厚
生
労
働
省
が
３
年
ご
と
に

行
っ
て
い
る
患
者
調
査
で
は
、
う
つ
病
を
含

む
気
分
障
害
の
患
者
さ
ん
が
、
近
年
急
速
に

増
え
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
８
年
に
は
４３
・
３
万
人
だ
っ
た
う
つ

病
等
の
気
分
障
害
の
総
患
者
数
は
、
平
成
２０

年
に
は
１
０
４
・
１
万
人
と
９
年
間
で
２
・
４

倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
う
つ
病
に
罹
患
し
な

が
ら
就
業
し
て
い
る
人
の
人
口
も
増
加
し
て

お
り
、
企
業
側
も
心
の
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｂ
さ
ん
（
男
性
・
独
身
）
は
、
国
立
大
学

大
学
院
で
理
系
の
博
士
号
を
取
得
し
た
、
大

変
優
秀
な
研
究
家
肌
の
ま
じ
め
な
青
年
で

す
。
２８
歳
で
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
請
わ
れ
て

就
職
を
し
、
入
社
後
す
ぐ
に
開
発
部
署
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
抜
擢
さ
れ
、

チ
ー
ム
を
統
括
す
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
年
後
、
取
り
ま
と
め
、
折
衝
役
の
負
荷

や
残
業
時
間
の
長
さ
か
ら
眠
れ
な
く
な
り
、

心
療
内
科
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、「
睡
眠
障

害
」
と
診
断
を
受
け
ま
す
。
半
年
間
受
診
継

続
し
服
薬
を
続
け
な
が
ら
、
責
任
を
果
た
そ

う
と
働
き
続
け
た
も
の
の
、
徐
々
に
体
調
が

悪
化
し
、「
自
分
は
役
に
立
た
な
い
」「
居
な

く
な
り
た
い
」
な
ど
自
己
肯
定
感
の
消
失
が

起
き
、
意
欲
も
低
下
し
、
と
う
と
う
主
治
医

か
ら
「
う
つ
病
で
す
。
休
職
し
て
ゆ
っ
く
り

休
み
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
半
ば
で
職
責

を
離
れ
る
自
責
の
念
と
闘
い
ま
し
た
が
、
ど

う
に
も
布
団
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
り
、
止
む

を
得
ず
会
社
に
診
断
書
の
提
出
を
し
て
休
職

に
入
り
ま
し
た
。そ
し
て
１
年
間
の
療
養
後
、

復
職
を
果
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
半
年
で
再

燃
し
て
し
ま
い
、
自
ら
の
判
断
で
早
期
退
職

を
希
望
し
ま
し
た
。

　

初
回
面
談
に
い
ら
し
た
の
は
、
退
職
後
半

年
を
経
過
し
た
時
期
で
し
た
。

　
「
僕
は
う
つ
病
で
す
。
服
薬
も
し
て
い
ま

す
が
、
主
治
医
か
ら
は
就
業
の
許
可
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」「
も
う
再
発
は
し
た
く
な

い
の
で
、
う
つ
病
と
開
示
し
て
就
職
し
た
い

で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
社
会
人
に
な
っ
た
ば
か
り
で
の

リ
ー
ダ
ー
役
は
、
知
識
は
あ
っ
て
も
本
当
に

負
担
の
大
き
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
感
じ
た
負
荷
を
吐
き
出
す
よ
う
に
話
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

残
業
量
や
人
と
の
折
衝
、
成
果
、
一
人
暮

ら
し
、
責
任
感
、
相
談
相
手
が
居
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
、
要
因
は
複
合
的
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
何
が
減
り
、
何
が
あ
っ
た

ら
違
っ
た
結
果
に
な
っ
て
い
た
か
を
話
し
合

い
、
安
全
に
働
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
を
テ
ー
マ
に
探
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

４
カ
月
間
、
継
続
面
談
を
行
い
、
健
康
状

態
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
取
り
な
が
ら
、
Ｂ
さ

ん
に
と
っ
て
「
安
全
に
働
く
」
範
囲
や
職
種

の
選
別
を
し
て
応
募
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
数

社
を
受
け
て
採
用
と
な
り
ま
し
た
。「
僕
は

う
つ
病
を
経
験
し
て
い
ま
す
」
と
面
談
で
開

示
し
た
そ
う
で
す
。

　

社
長
面
接
で
は
「
研
究
者
の
多
い
う
ち
の

職
場
は
う
つ
病
経
験
者
が
数
名
い
ま
す
。
負

荷
を
か
け
ず
に
調
整
を
し
な
が
ら
働
い
て
い

る
の
で
、
無
理
を
せ
ず
、
あ
な
た
の
技
術
を

発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
と
嬉
し

そ
う
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
１
年
以
上
経

過
し
ま
す
が
、
再
燃
し
た
と
い
う
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
企
業
で
就
業
中
の
社
員
の
中
に
は

う
つ
病
経
験
者
、
服
薬
を
し
な
が
ら
就
業
し

て
い
る
人
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
企
業
側
は

安
全
配
慮
義
務
を
遵
守
し
、
従
業
員
の
安
全

を
図
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
と
同
時
に
、

労
働
力
の
提
供
は
従
業
員
の
義
務
で
す
し
、

健
康
を
維
持
す
る
こ
と
は
自
己
責
任
の
範
囲

だ
と
思
い
ま
す
。

　

雇
い
主
側
の
要
求
す
る
労
働
力
を
提
供
し

つ
つ
安
全
に
働
く
に
は
、
工
夫
や
調
整
、
自
己

管
理
が
必
要
で
し
ょ
う
。
多
く
の
う
つ
病
の

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
面
談
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

自
己
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
行
動
パ
タ
ー
ン

を
変
え
た
り
、
再
発
を
回
避
す
る
努
力
や
工

夫
、
環
境
調
整
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
安
全

に
働
く
こ
と
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分

を
理
解
し
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き

る
こ
と
が
鍵
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

相談者の「安全」を目的とした
支援

キャリアカウンセリングの現場から vol.１９̶２

株式会社セーフティネット　相談部マネージャー
人材紹介会社再就職支援事業部　スーパーバイザー

産業カウンセラー

藤掛弘美
うつ病で休職～退職し、再就職したケース

●「キャリアカウンセリングの現場から」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。
（（社）雇用問題研究会ホームページ）http://www.koyoerc.or.jp/career.html



社団法人 雇用問題研究会  〒104-0033 東京都中央区新川 1-16-14●電話 03-3523-5182●FAX 03-3523-5187

厚生労働省編一般職業適性検査（GATB）の本
抽選で各10名様に、今季号の特集にちなんだGATB関連図書をプレゼントします。
雇用問題研究会のホームページ内「職業研究」ページのアンケートにご記入いただき、
ご希望の図書どちらかをチェックの上、ご送信ください。
詳しくはホームページでご確認ください。 → http://www.koyoerc.or.jp
編集部では、今後の誌面作りに役立てるため、読者の皆様の声をお待ちしております。
●「職業研究」ページでは、2004年以降のバックナンバーがPDFファイルでご覧いただけます。

夏季号限定　読者プレゼント

キャリア・コンサルティング セミナー

基礎理論コース

個人主導のキャリア形成が求められる中、それを支援するキャリア・コンサルティングの重要性は、社会でも広く認められつつあります。
それとともにキャリア・コンサルティングに不可欠なアセスメント・ツールも一層効果的な活用が期待されています。雇用問題研究会
では、当研究会で発行している各種アセスメント・ツール、心理（適性）検査を効果的にご活用いただくために、セミナーを開催してお
ります。各種ツール、心理検査等の理論・実施方法・活用方法等を解説いたします。

対　象 ●中学校・高等学校の進路指導・キャリア教育担当者、スクールカウンセラー
 ●大学・短大・専門学校のキャリア支援・就職指導担当者
 ●職業安定・職業能力開発機関の担当者 
 ●職業相談・就業支援・教育相談機関等の担当者 
 ●キャリア・コンサルタント、キャリア・カウンセラー、産業カウンセラー及びそれらを目指している方

コース 内　　容

キャリア・インサイトMCは、ミッド・キャリア層（30歳代後半から60歳代）を対象とした、コンピュータによる職業
適性診断システムです。再就職を考える人が自分のキャリアを見直したり、新たなキャリアを構築したりするため
に、適性評価、職業情報の検索、適性と職業との照合、キャリア・プランニングというキャリア・ガイダンスの一
連の流れを経験できます。その機能と活用について、実際にＰＣを操作しながら習得します。

KN式クレペリン作業性格検査は、２数の加算を行うことによって得られる作業量や作業曲線、作業の質など
の結果から、個人の性格面にかかわる特性を総合的にとらえようとするものです。この検査を実習し、コンピュー
タ判定結果の読み方等を説明します。また、各種の性格検査について概説し、個性理解について考えます。

VPI職業興味検査は、大学・短大・専門学校生（30歳代前半までの社会人への適用事例もあります）のキャ
リア・カウンセリング用の、ホランドの職業選択理論に基づく検査です。その実施と活用について説明します。
職業レディネス・テスト（VRT）は、中学・高校生（それ以上の若年者への適用事例もあります）の職業への興味・
自信の方向性をキャリア発達の観点から捉えようとするものです。その実施、採点及び活用について説明します。

厚生労働省編 一般職業適性検査（GATB）は、多様な職業分野で仕事をする上で必要とされる代表的な９
種の能力（適性能）を測定することにより、自己理解や適職領域の探索等、望ましい職業選択を行うための情
報を提供します。その実施方法と採点の方法を説明します。また、職業適性の理念や結果の解釈について説
明します。

アセスメント・ツールを活用したキャリア・コンサルティングの考え方や進め方について説明します。また、各ツー
ル（VPI、VRT、GATB）の結果の解釈について、事例研究を通して学びます。受講生によるグループワークを取
り入れたコースとなっています。
●「ＶＰＩ&ＶＲＴコース」及び「ＧＡＴＢコース」を修了された方が対象です。

※ご希望のコースを自由に組みあわせて受講できます。ただしキャリア・コンサルティングは、「ＶＰＩ及びＶＲＴ」及び「ＧＡＴＢ」コースを受講された方に限ります。

キャリア・コンサルティングに必須のアセスメント・ツールの有効活用をマスターする

KN式クレペリン

VPI 及び VRT

GATB

キャリア・コンサルティング

キャリア・インサイトMC

応用演習コースもあります。（基礎理論コースの「ＶＰＩ及びＶＲＴ」及び「ＧＡＴＢ」コースを受講された方が対象となります。）
●開催日程、会場等詳しくはホームページでお知らせいたします。お申込みもサイト内専用フォームからできます。
http://www.koyoerc.or.jp

◀労働省編一般職業適性検査
　（ＧＡＴＢ）の誕生を顧みて
　（佐柳　武）
　（非売品）

厚生労働省編一般職業適性検査　
［進路指導・職業指導用］Q＆Ａ集▶



Readiness Check for Career planning
就職レディネス・チェック
●就活を成功させるための知恵

RCC
Readiness Check for Career planning

■「就職」への気づきを得られる
■就職活動へのモチベーションをアップ
■自分のキャリア形成について考えるきっかけに
■自分では気づかない「思い込み」に気づく
■就職活動に必要な行動を促す

■対象
①これから就職活動を始める学生（大学３年生、短大１年生等）

②大学１、２年生（キャリア教育に役立ちます。）

■所要時間
回答、採点で10分程度（実施後に解説を加えるか、各自よく読んで理解する）

■活用場面・活用方法
就職ガイダンス、個別面談、グループワーク、インターンシップ効果測定、
キャリア教育、保護者会の資料　etc.

将来の自分のキャリアと就職の意味を考える就職活動サポートツール

チェックリスト60問に回答する

準備度を５つのポイントで点検する

チェックリスト解説を読み、理解する

次のアクションプラン

A
就職意欲度

B
キャリアプラン設計度

C
環境理解度

D
就職活動理解度

E
思い込みからの自由度

「就職レディネス・チェックリスト」で、60の質問に「はい」と「いい

え」で回答。結果は、就職の実現のために大切な

A：就職意欲度
B：キャリアプラン設計度
C：環境理解度
D：就職活動理解度
E：思い込みからの自由度

の５つのポイントの分類で得点化されます。ワークブックで結果を

整理し、基準点を目安にして自分の準備状況をチェックします。

各項目の解説を読んで理解を深め、結果を振り返り、「次のアクショ

ンプラン」で、就活での次の活動目標を立てます。

構成

商品概要
■ワークブック　１部　　■回答・採点用紙（複写式）　２部 実施ガイド（指導者用）１名分

●ワークブック（１部）
　B5判／ 24ページ
●回答・採点用紙（２部）
　B5判／１枚目が回答用紙、

２枚目が採点用紙の複写
式

	■1セット……………………¥8,400
		 （１名分あたり●¥420）
	（ex. 60名分：8,400×3=¥25,200）

	■1セット……………………¥6,300
		 （１名分あたり●¥315）
（ex. 120名分：6,300×6=¥37,800）

価　格
●１セット：20名分
●税込
●セット単位での販売のみと

なります

新発売記念
特別キャンペーン
実施中！
●期間限定ですので、お早

めにお申込みください。

２セット以上お申込みの場合、

初回のみ１セット無料サービス
  　　　　     （20名分）

＊初回のみ、学校のみ対象とさせていただきます。

期間：2012年9月30日まで

指導者１名につき１部

４セット
まで

５セット
（100名分）
以上

お申込み・お問い合わせは

社団法人 雇用問題研究会
〒104–0033　東京都中央区新川１―16―14

http://www.koyoerc.or.jp
電話03（3523）5181  FAX 03（3523）5187

2012年
4月新発売




